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令和5年 度 事業報告書

藤枝市社会福祉協議会は、『第5次 藤枝市地域福祉活動計画(令 和4

年度から同7年 度までの4力 年計画)』に沿って、さまざまな地域福

祉 ・在宅福祉活動を展開しました。

令和5年 度に取 り組んだ重点事業は次の3つ です。

重点① 地区社会福祉協議会の活動の多様化に対応 した支援の強化

重点② 講座や居場所づ くり、交流会等を通 じた障害者支援の強化

重点③ 法人改善計画に基づいた業務効率化を推進

重点事業への取 り組み

① 地区社会福祉協議会 の活動 の多様化 に対応 した支援 の強化(地 域)

市内10地 区に地区担当と生活支援コーディネーターを配置し、地域で実施される会

議や事業等の活動支援を行う中で上がってきた課題等を各地区の状況について職員間

で共有するとともに、地区社協担当者相談会にて地域福祉ア ドバイザーから助言をい

ただき、地域に情報提供する等地区社協活動の強化を図りました。

また年間を通 じ、活動強化につながる内容を盛 り込んだ研修会や連絡会を開催 し、

地区社協が活動 しやすい環境づくりと継続した支援を心がけました。

② 講 座 や 居 場 所 づ く り、交 流 会 等 を通 じた 障 害 者 支 援 の 強 化(地 域)

障害者サ ポー ター養成講座 を3回 にわた り実施 し、受講者 に障害分野への理解を深

めていただくとともに、関連事業の情報提供 を行い、ボランティアとしてご協力いた

だ く等、地域での新たな担い手の確保 に努めま した。

また、福祉サー ビス等 日中活動以外で社会 とのつなが りを作ることができる場をつ

くるため、夕方以降の居場所 「夕焼けサUン 」 を開催 し、障害者支援 の強化 につなげ

ました。

③ 法人改善計画 に基 づいた業務効率化 を推進(総 務管理課)

勤怠管理システム導入部署の拡大、就業規程を始めとする各種規程 ・規則の見直し、

計画的な職員の採用に取り組みました。令和6年 度に取 り組む次期地域福祉活動計画

及び法人中期経営計画策定に向け、企画計画係の新設など、管理部門の機能強化に向

けた組織機構の改編を行い、更なる法人運営の健全化と経営基盤の強化に取 り組みま

した。
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jL　 ≡ 交流 とつなが りを深 め る地域 づ くり

地域共生社会に関する意識の醸成に向け、学校 との連携や地域におけるセ ミナーの開催、

地域福祉に関す る情報発信を充実す るとともに、世代間交流をは じめ とする交流機会の提

供、地区社協への支援等を通 じて、地域におけるふれあいの機会を創出 しました。

1地 域 共生の意識 づ くり

(1)住 民主体 の地域 福祉推進に向 けた福祉教育

①学校における福祉教育の推進

ア.福 祉教 育実践校事 業

児童 ・生徒の福祉への理解と関心を高めるため、市内の福祉教育実践校(小 中学校、高等

学校)と 連携 して、福祉に関する講話や体験学習などの福祉教育の実践を推進 しました。

公立小中学校 ・・27校(市 内全校)

高等学校 ・…4校(藤 枝北高、藤枝西高、静清高、藤枝東高)計31校

助成金:14校602,000円

《各実践校の実施状況》

学校名 時期 内容等

瀬戸谷小学校 5月 、7月
(1年)七 夕飾 りづ くりでお年 寄 りと交流

(6年)介 護 士の講話 と仕事 体験

稲葉小学校 通年

(1、2年)老 人会 との交流会(グ ラン ドゴルフ ・昔の遊び)

(3、4年)グ リーン ヒル ズ との交流

(5年)高 齢者疑似体験

(5、6年)友 愛訪 問

(全校生徒)「 あ りが とうステー ジ」誰 に どの よ うな感

謝 の気持 ちを表す か話 し合 いを行 う

葉梨小学校 通年

(5年)バ リア フ リーについての調 べ学習、ユニバーサ

ルデザイ ン探 し、点字、手話体験、 「難聴」理

解の ための講話

(6年)キ ャ リア教育の一環 として様 々な職業を知る

西北小学校 4月 ～7月
(4年)視 覚障害者 疑似体験 、ユニバーサルデザイ ンを

知 る

広幡小学校 5月 ～2月

(2年)み んなが使 う場所 の工夫や ひみ つ

(3年)盲 導犬 ユー ザー との交流

(4年)広 幡の防災 につ いて 、ユ ニバーサルデザイ ンを

学ぶ

(5年)SDGsか ら学ぶ

(6年)福 祉 の仕事 を知 ろ う

西益津小学校 通年

(1、2年)西 益津の昔 を伝 え る紙芝居 を聞 く

(3、4年)田 中城や 昔の暮 ら しについて地域 の方にお

話 を聞 く
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(5年)福 祉 についての学習、ゲス トを招いての講話

(6年)福 祉の仕事講座 、地域 ボランテ ィアの方へ感 謝

の手紙の作成

藤岡小学校
9月7日 、10月4日 、

11月28日

(5年)白 杖 ・アイマス ク体験 、聴覚障害者の講 話、高

齢者疑似体験、福祉 で学 んだ ことの発表

藤枝小学校 通年
(4年)福 祉 について知 ろ う、バ リア フ リーについて

考 え よ う、調べ た ことをま とめて発表会

藤枝中央小学校 通年
(4年)高 齢者疑似体験、視 覚障害者 に よる講話 、アイ

マスク体験

青島小学校 通年

(4年)特 別 支援 学級)福 祉 につ いて の講話、ユニバー

サル デ ザイ ンについ て学ぶ、福祉 マー クを知

る、パ ンフ レッ トか ら福祉 を知 る、視覚障害者

に よる講話 、白杖 ・アイマス ク体験、車いすユ

ーザーに よる車いす体験 、調 べ学習 、発表

青島東小学校 通年

(4年)福 祉 って どんな こと?、 ユニバーサルデザイ ン

って何 だろ う、体 の不 自由な方 の思い を聴 い

てみ よ う、高齢者疑似体験、調べ学習 ・発 表

高洲小学校 通年

(全校生徒)毎 週金曜 日、朝の15分 をボ ランテ ィアサ

ー ビス活動 と して全校 児童 と全職 員 で校 内

の奉仕 作業 を行 う、アル ミ缶 の回収、点字 ・

アイマ スク体験

高洲南小学校 通年

(4年)ユ ニバーサルデザイ ン出前講座 、聴 覚障害者 に

よる講話 、脳性麻痺 の方の講話 、視覚障害者 に

よる講話 、高齢者 疑似 体験 、車いすバスケ ッ ト

プ レイヤー に よる講話 ・体 験、盲導犬協会の講

話

大洲小学校 5月 ～12月

(4年)藤 枝特別支援学校の先生の講話、藤枝特別支援

学校との交流、視覚障害者による講話、聴覚

障害者による講話

朝比奈第一小学校 通年

(3年)福 祉 ってなに?、 白杖体験、つなが るふ く しの

7つ の言葉 、手話 、盲導犬、ユ ニバ ーサルデ ザ

イン出張出前講座 、点字 体験 、福祉 のお仕事 に

ついて

(4年)福 祉交流会 の計画 ・交流会 ・振 り返 り

岡部小学校 9月 ～2月

(3、4年)高 齢者 か ら昔の岡部のお話 、視 覚障害にっ

いて 、白杖体験 、身体 障害 につ いて、車 いす体

験、聴覚障害 につ いて、発表

瀬戸谷中学校 通年

(全校 生徒)地 域高齢者 との交流、ガゼル の森 の園児 と

の交流、赤い羽根共 同募金 、能 登半島地震

の募 金

葉梨中学校 通年

(2年)福 祉 にっい て、市や 地域の取組 にっいて、地域

の高齢者 にっ いて、高齢者疑似体験 、開寿 園 と

の交流
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広幡中学校 7月 、9月 、1月

(全校生徒)講 話 「夢 をっかむため」佐藤友祈氏

(2年)福 祉 クイズ、 フォ トランゲー ジ

(3年)保 育園児 との交流

西益津中学校 通年

(2年)テ ーマ 「誰 に とって も居 心地 の良い西益津」の

探 求、(実 践例)公 園 の草取 り、道路の ゴ ミ拾

い、学校 の案内図の作成 、高齢者移動支援 の補

助 、高齢者サ ロンへの参加

藤枝中学校 通年

(全校 生徒)ユ ニセ フ募金活動 、赤 い羽根共 同募金、人

権 につ いて考 える活動

(3年)乳 幼児 とのふれ あい活動

青島中学校 通年

(全学年)能 登 半島へ の義援金 、古着 回収 、赤 い羽根

共 同募金

(2年)東 日本 大震 災の語 り部か ら講話

(3年)SDGsプ ロジ ェク ト

青島北中学校 通年

(生徒 会)福 祉施設訪 問、赤い羽根共 同募金 、能 登半 島

へ の募金活動

(2年)福 祉学 習 ・講話 、アイマス ク体験 、共生社会へ

の理解 を深 める学習

(3年)防 災学習 ・講話 、防災体験

高洲中学校 7月 、2月

(全校 生徒)高 洲小学校 ・高洲南小学校で朝のあい さっ

運動 、キ ャ リア教育 におけ るパネルデ ィス

カ ッシ ョン

大洲中学校 通年

(1年)障 害者雇用 につ いて学ぶ 、特 別支援学校 の生徒

と交流 、特別支援学校 の先生の仕事 を学ぶ

(2年)市 立病院 の方 か ら防 災、減災 について学ぶ

高齢 者 の防災 にっいて探 求 し愛華の郷の職

員 にプ レゼ ンを行 う

(3年)藤 枝 ローカルSDGs、 わかばこ ども園で保育実習

(生徒会)各 種募金活動、エ コキャ ップ回収 、落 ち葉清

掃、小学校 であい さつ運動、能登半 島義援金

集 めと励 ま しのメ ッセー ジカー ドを送 る

岡部中学校 6月 ～9月

(1年)福 祉 にっいて

(2年)高 齢者 疑似体験

(全校生徒)古 紙 、アル ミ缶回収

藤枝東高校 通年

(JRC部)日 本赤十字青少年 メンバー研 修の参加 、放 課

後 デ イサー ビス支援 、幼稚 園のボ ランテ ィ

ア、募金活 動

藤枝北高校 5月 ～12月 (地域福祉実践選択者)施 設訪問 ・実習

藤枝西高校 通年

(日本文化部)琴 演奏 ボラ ンテ ィア

(家庭部)ガ ゼル の森 ヘボ ランテ ィア訪 問(週1回)

(全校生徒)ガ ゼル の森 の園児 と交流

静清高等学校 通年

(2年)日 赤奉仕 団に よる防災食 作 り、「青少年 の食育」

栄養講 座 と調理実習

(生徒 会)赤 い羽根共 同募金
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イ 福 祉 教 育 実 践 校 連絡 会

学校 ・地域講 師 ・市社 協が共通認識 を もって福祉教育 を推進 す るた め、福 祉教育 実践校 の

福祉教育担 当教員 を対象 に した福祉 教育実践校連絡 会 を2回 開催 しま した。第1回 は、学校

と地域講 師の連携 を深 めるた め、地域講師連絡会 と合 同で実施 しま した。

【第1回 】

実施 日1令 和5年6月5日

会 場1藤 枝 市生涯 学習セ ンター

内 容:講 話 「ともに生 きるちか らを育 む 福祉教育」

講 師　1　0ffice　 SONOZAKI　 代表 園崎 秀治 氏

参加者:46人

【第2回 】

実施 日:令 和6年2月8日

会 場:藤 枝地 区交流セ ンター

内 容:今 年度 の実践報告(西 益津 中学校)

今年度 の福祉教育 の活動 につ いて学校 の活動内容 紹介(市 社協)

意 見交換(今 年度 のふ りか え り、来年度に 向けて)

参加者:32人

②地域講師の活動支援

ア.地 域講師連 絡会

①イ.福 祉教育実践校連絡会 と合同で実施

イ 高 齢 者 疑 似 体 験 イ ンス トラ ク ター 養 成 講 座

高齢者へ の理解 を促進 し、地域で高齢者 を支 えてい くため、高齢 者疑似体験 を行 うインス

トラクター として学校や 地域で活躍 で きる人材 を育成 す るこ とを 目的に養 成講座 を開催 し

ま した。

実施 日:① 令和5年8月3日 ②令和5年8月10日

会 場:福 祉セ ンター きすみれ

内 容:① 年 を重ね るこ とによ り起 こる心身の変化 な どを学 び、高齢者 に対す る理解 を

深 める

② 高齢者 疑似体験イ ンス トラクターにな るための実践 的な講習

参加者;6人

修 了生:6人

③ 中高生福祉体験事業

中高生の福祉への理解や関心を深めるため、中高生の希望者を対象 とし、日頃の授業や部活動

では体験できないような福祉に関するセミナー、高齢者 との交流体験を実施しました。



実施 日:令 和5年8月4日

会 場:福 祉 センター きすみれ

内 容:講 座 「福祉のお仕事魅力発見セ ミナー」、

生きがい対応型デイ サー ビスセ ンター 「きすみれの里」利用者 との交流

講 師:静 岡県社会福祉協議会 静岡県社会福祉 人材 セ ンター

参加者:11人

④ 大 人 の た め の 福 祉講 座

日ごろ、福祉 について学ぶ機 会が少ない社会 人を対象 に、一人ひ とりが福祉について考える機会

をつ くることを目的に講座を実施 しました。今 年度は 「発 達障害」に対す る理解 を深め ることをテ

ーマ と しま した。

【第1回 】

実施 日:令 和5年12月9日

会 場:藤 枝市生涯 学習セ ンター

内 容:映 画上映 「は ざまに生 きる、春 」

参加 者:111人

【第2回 】

実施 日:令 和6年2月25日

会 場:高 洲地区交流セ ンター

内 容:講 話 「発達障害について」、意見交換

講 師:静 岡市成人発 達障害セル フヘルプ グループ　PrismStation(プ リズムステー シ ョン)

参加 者:47人

⑤ 障 害 者 サ ポー ター 養 成 講 座(全3回)

障害が あるた めに生活の しづ ら さを感 じなが ら生活 を している人が、いっまで も住み慣れた地域

で安心 して暮 らせ るよ う、住 民の障害に対す る理解 を深 め、地域 で支 え合 う仕組みづ く りを進 めて

い くた めに実施 しま した。(全3回 参加者11人)

【第1回 】勉強会

実施 日:令 和5年10月18日

会 場1葉 梨地 区交流セ ンター

内 容:障 害の理解 を深 め るための講座 「障害者 人生 回想50年 の決 算」

講 師:特 定非営利活動法 人おのころ島 理事長 井 出 一史 氏

【第2回 】交流会

実施 日:令 和5年10A25日 又 は26日 又 は27日

会 場1市 内6事 業所(協 力施設:も くせいの家、南部すみれの家 、ハ ルモニア、

藤枝第一心愛、ポ ップ ライ フ、おの ころ島)

内 容:障 害者支援事業所利用者 との交流、勉 強会



【第3回 】振 り返 り会

実施 日:令 和5年11月1日

会 場:葉 梨地区交流セ ンター

内 容:グ ループ ワー ク 「同 じ地域 に住 む私 たち、一人 ひ とりの役割について考 えよ う」

講 師:特 定非営利活動法人お の ころ島 理事長 井 出 一史 氏

⑥ 心 の 温 暖 化 計 画 ～交 流 会 だ よ全 員集 合!!in青 島 ～

障害 に対す る理解 を深 め、誰 もが暮 らしや すい地域づ くりを進 めるこ とを 目的に、青 島地

区内 にある障害福祉サー ビス事 業所 と青 島地 区住 民 との交流会 を実施 しま した。

実施 日:令 和6年2月7日

会 場:青 島南地区交流セ ンター

内 容:事 業所紹介、 グル ープで 自己紹介 タイム、ゲー ムで交流、輸投 げ大会、 ビンゴ

参加者152人(地 区社 協役員 、企画委員 、青 島地区住 民、青 島地 区内障害福祉サー ビス利

用者 等)

(2)住 民参加 に よる生活支援
おおえんたい

① 生 活 サ ポ ー トサ ー ビス 「キー 坊 大縁 隊 」

支 え合 う地域 づ く りを推進す るため、サ ポー トを必要 とす る人 に、地域住民が清掃や ごみ出 し、

草取 りな どの支援 を行 う、住 民相互で支 え合 う会員制 の生活サ ポー トサー ビス 「キー坊大縁 隊」

に よる生活支援 を行いま した。

《登録状況》・… 一 利用会員33人/サ ポーター35人

(前年度 利用会員43人/サ ポーター47人)

《主なサー ビス内容》・・ 利用者宅 の 日常的 な清掃 、草取 り、 ゴ ミ出 し、話 し相手 等

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

依頼件数 51 44 52 37 38 39 39 40 34 33 39 30 467件 533件

実施
52 44 55 37 38 39 40 49 40 41 45 36 516件 562件

延べ件数

実働
31 23 36 20 15 17 29 33 29 29 28 27 317時 間 327時 間

延べ時間

利用会員 月平均 月平均
15 14 17 11 12 12 12 14 12 12 9 9

実人数 12,4人 14,3人

サ ポーター 月平均 月平均
13 14 16 12 12 13 15 13 14 13 11 10

活動人数 13.0人 11,3人

(3)地 域 福 祉 活 動 に 関す る情 報 発 信

① 広 報 ・啓 発 事 業

ア.社 協 だ よ り

本会の事業 を広 く地域住民 に伝 えるた め、「ふ じえだ社協だ よ り」N・.230、N・.231、232、233

を発行 し、市 内全戸 に配布 し啓発 を図 りま した。
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イ.ホ ー ム ペ ー ジの 管 理 、 プ レス リ リー ス

ホームペ ー ジの随時更新や プ レス リ リースの送付 な ど情報発 信 を行い ま した。

ウ,点 字 ・声 の 広 報 発 行 事 業(一 部 市 委託 事 業)

視 覚に障害の ある人の情報保 障や社会参加促進 を図 るた め、ボ ランテ ィア団体の協力 を得

て 「ふ じえだ社 協だ よ り」 「広報ふ じえだ」 「藤 枝市議会 だ よ り」の声の広報 の及び点字広報

を作成 し配 付 しま した。

i)声 の広報 作成事 業(ふ じえだ社協 だよ り4回 、市広報24回 、市議会だ よ り4回)

協力団体:サ ークルふ じ

発行部数116部(14部 を利用者 に送付、2公 共施設 に1部 ずっ送付)

利用者数:14人

ii)点 字広報作成事業(ふ じえだ社協 だ よ り4回 、市広報24回 、市議 会だ よ り4回)

協力団体:ピ ッコラ、点訳サー クルひ まわ り

発行部数;5部(2部 を利 用者 に送付 、3公 共施設 に1部 ず っ送付)

利用者数:2人

エ.市 社 協 の 活 動PR

必 要な情報 を リアルタイムに住 民に届 けるため、　LINEと 　Facebookな どのSNSを 活用 した

情報発信 を行 い ま した。

L[NE Facebook

令和5年 度新規登録者 108 33

前年度総登録者 122 237

総登録者数 230 270

② 藤 枝 市 健 康福 祉 大 会 の 開催

広 く住 民に健康 ・福祉 の啓発 を行 うた め、市 と共催で藤枝市健康福祉大会 を開催 し、市社協会

長表 彰 を行いま した。そのほか、ステー ジにて動画上映 ・中学生に よる活動 報告 ・ダンスを行 い、

展示 ・物 品販売ブー スにて福祉施設や福祉団体の活動PR・ 物品販 売 を行い ま した。同時 に地域 の

活力向上 な どに取 り組んだ75歳 以上 を対象 に表 彰す る市の 「元気 はつ らつシニア大賞」 の授与

も行 われ ま した。

開催 日;令 和5年9月30日

会 場:藤 枝 市民会館

内 容:表 彰、ステー ジ発 表(お の ころ島 ・青 島北 中学校

ダ ンスカ ンバセー シ ョンクルー)

ロビー にて展示 ・物品販売ブー スの開設

参加者:約440人



◇ ◆ ◇ 成 果 ◇ ◆ ◇

今年度 、実 践校連 絡会 と地域講師連絡 会 を合同で開催 したこ とに加 え、新型 コロナ ウイル スが

5類 にな り対 面での福祉 教育が再開 され た ことを受 け、実践校 においては、学校 ・地域講 師 ・市社

協 が連携 して子 どもたちの学びを深 める福祉教育活動が盛 ん に行われ るよ うにな りま した。 また、

地域 か らも学校 か らも、お互い のつなが りを求め る声 が多 く聞かれ 、今 後の地域福祉 教育の重要性

を再認識す る ことができま した。

健康福祉 大会 において、表彰 の場 を設 け、日頃か ら地道 に福祉活動 を行 ってい る人 に敬意 を表 し、

その活動 を讃 え ることで継続 とや りがいを見 出 し、市全体の地域福祉活動 の活性 化の促進 につなげ

ま した。また、新型 コmナ ウイルスが5類 に移行 し、実施 内容 に制 限のない大会 であ り、市 内中学

生の活動報告や ダンス等 のステ ージ発表 、ロビーでの活動紹介やパネル展示 を行い 、約440人 の参

加者へ健康や福祉 に関す る啓発 を行 うこ とがで きま した。

◇◆◇課題◇◆◇

今後は学校だけでなく、地域全体の福祉力の底上げにっながるよう、地域 ・企業に向けた福祉教

育の展開が課題です。

健康福祉大会の来場者は、福祉関係者が多く、参加者に偏 りがある状況です。学生から子育て世

代、高齢者世代まで幅広い市民が参加する大会とすることが課題です。

2ふ れ あ い を深 め る地 域 づ く り

(1)ふ れ あ い の 場 ・居 場 所 づ く りの 推 進

① ふ れ あ い サ ロ ン

住 み慣 れた地域 で 日常的に集 ま り、楽 しめる居場所づ く りを推進す るため、地 区社協及び福祉

団体 な ど地域 のボ ランテ ィアが運営す るふれ あいサ ロンへ助成 を行 うとともに、新規 のサ ロンの

立上 げや 、運 営に関す る支援 を行 いま した。

登録 人数:会 員1,813人 、ボ ランテ ィア995人

内 容:各 種講話、健康体操 、 レク リエーシ ョン等

実 施:76カ 所(高 齢者73、 子育 て3)



《高齢者サ ロン》

実施地区1サ ・ン釧 前年度比1対 象地域

瀬戸谷 3 0 市之瀬 、中里、滝 ノ谷

稲 葉 3 0 堀 之内、谷稲葉、助宗

葉 梨 9 0
白藤 、 第2自 治会 、上 藪 田 、下 藪 田、 高 田、 清 里 、時 ケ

谷 第1、 時 ヶ谷 第2・4、 時 ヶ谷 第3

広 幡 8 0 水 守 、 八 幡 、 鬼 島 、 上 当間 、 下 当 間 、仮 宿 、 潮 、横 内

西益津 10 0
郡2、 長 楽 寺2、 田 中3、 益 津 下 、 平 島第1、 平 島第2(2

か 所)、 平 島第3、 平 島第4、 稲 川

藤 枝 8 0 原 、 木 町 、 市 部 、 藤 岡 、 五十 海 、 千歳 、藤 岡4、 本 町

青 島 11 0

田沼南、メゾング ランツ藤 枝 、駿河台、志太 、新南新屋 、

芙蓉 台、追分西、青南町、瀬 古1・2、 瀬 古3、 青島第4

自治会

高 洲 8 0
高柳 仁平、高柳切 島、兵太夫 中、兵太夫上1～4、 兵太夫

上第5、 与左衛門(2カ 所)、 大新 島

大 洲 4 0 大東 町、弥左衛 門、泉町、忠兵衛

岡 部 8 0
第2自 治 会(1日 第2)、 第4自 治 会 、第5自 治 会(旧 第6)、

第5自 治 会(旧 第7)、 村 良 、横 添 、 旭 ヶ丘 、 本 郷

市全域 1 0

助成 金:73サuン 中63サ ロ ン/計3,915,500円

《子育てサ ロン》

実施地区1サ ・ン剛 前鞭 叫 対象地域

青 島 2 0 田沼南 、前 島

藤 枝 1 0 藤枝地区

助成 金:3サ ロン/計252,000円

② おいで

年齢や障害の有無に関わらず、いつでも誰でも気軽に立ち寄れ自由に過ごすことができる地域

の居場所づくりを促進するため、地域のおいで事業を行 う団体に対し助成を行 うとともに情報提

供等の支援を行いました。

実 施:7カ 所

実施地区1数1名 称

広 幡 1 ほ っ とな居場所 おん じま

藤 枝 1 おはなし長屋

青 島 3 くつ ろぎカ フェ かい らハ ウス、な ごみ の会 、ほっ とな居場所 輪笑

高 洲 2 古民家 カフェ ぶ らり、 よって こ高洲

助成金:1団 体/計100,000円
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③ ふ れ あ い会食 会

地域 の人 との交流や高齢者福祉 の向上及 び介護予防 のた め、一人暮 らし高齢者 と一人暮 らし高

齢者 に準ず る人 を対象 に、各地区でお よそ月1回 、 自治会や 民生委員 ・児童 委員 、ボ ランテ ィア

の協力 によ り運営す るふれ あい会食会へ助成 を行 うとともに運営 に関す る支援 を行い ま した。

実施 地区:瀬 戸谷 、葉梨 、広幡 、西益津 、藤枝、高洲、大洲

登録 人数:会 員166人 、ボランテ ィア61人(前 年 度 会員168人 、ボ ランテ ィア65人)

内 容:各 種講話 、健康体操 、 レク リエー シ ョン等

助 成 金:7団 体/計939,500円(前 年度7団 体/計948,600円)

④地域の居場所

地域の居場所づくりを促進するため、新たな助成金要綱を整備し、これまで助成金の対象とな

らなかった団体に対 して活動費の助成を行いました。

実 施;6カ 所

実施地区1数1名 称

葉 梨 1 はな しカフェ下薮 田

西益津 1 西益津 いきいきラン ド

藤 枝 1 子 どもの本 ま り一文庫

青 島 2 田沼支 え愛 の会 しゃべ りばアイ ビー、健康遊 々デ ー

大 洲 1 おいで おおす

助成 金16団 体/計253,500円

⑤タ方以降の居場所 「夕焼けサロン」 【新 】 匡砲

障害 のあ る人が通所施設 等か ら帰宅後 に家庭 以外 の場 で社 会 とつ なが りを作 るこ とができ る

場 をつ くるた め、夕方以降の居場所 と して 「夕焼 けサ ロン」 を開催 しま した。

実施 日:① 令和5年12月15日 、②令和5年12月26日 、③令和6年2月2日

会 場:① ③福祉 セ ンターきす みれ 、② 生活介護事業所 ポ ップ ライ フ

参加者:①14人 、②29人 、③21人

⑥子ども食堂支援事業

子どもへの食事の提供や孤食の解消のため、子ども食堂実施団体への情報収集を行うとともに、

寄附や助成金に関する情報提供などの支援を行いました。

藤枝市内の実施団体:5団 体

⑦ ふれ あいサ ロン ・会食会パ ワーアップ講座

広報紙の役割や必要性について理解を深め、各地区で発行 している地区社協だよりや各サロ

ン ・会食会のチラシ等の充実を図るため実施しました。
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実 施 日:令 和5年10月13日

会 場:藤 枝 市 生 涯 学 習 セ ン ター

内 容:講 義 「伝 わ る」 広 報 紙 ・チ ラ シ作 り、 グル ー プ ワー ク 「チ ラシ を作 っ てみ よ う」

ワン ポイ ン トア ドバ イ ス

講 師lPrintコ ーデ ィネ ー ター 窄 口 真 吾 氏

参 加 者:62人

(2)地 区社協へ の支援

①地区社協活動への助成 匡垂画

ア,地 区社協運営助成金及 び地 区社協地域福祉活動事業助成金

住民主体の地域福祉活動を推進するため、各地区社協へ運営費及び各種事業に対する事業

費の助成を行いました。

《助成詳細》

助成の区分1対 象1助 成合言纈

地区社会福祉協議会運営助成金 10地 区 5,052,930円

1福祉推進事業 10地 区 1,327,000円

1地域福祉懇談会
9地 区 175,000円

|

難 祉活鱗iふ れ・・纈

|

10地 区 1,100,000円

癬 繊 をつな傭 業
4地 区 82,000円

　 一.一 一

1実行組織活動支援 6地 区 325,000円

小計 3,009,000円

《福祉推進事業内容》

地 区1福 祉雛 事業

瀬戸谷
① ジ ュニア福祉委員活動 ②広報紙 の発行 ③三世 代交流活動(ウ ォー キングフ ッ

トボール大会)

稲 葉 ①ジュニア福祉委員活動 ②広報紙の発行 ③三世代グラウンドゴルフ大会

葉 梨 ①福祉講演会 ②広報紙の発行 ③三世代交流グラウンドゴルフ大会

広 巾番 ①広報紙の発行 ②三世代交流輪投げ大会 ③福祉講座

西益津 ①福祉講演会 ②広報紙の発行 ③三世代歩け歩け運動

藤 枝
①福祉講演会 ②広報紙の発行 ③ふれあいグランドゴルフ大会 ④三世代交流

親子ふれあい教室 ⑤中学生と幼児のふれあい体験講座

青 島
①老人憲章事業(小 中学生作文 ・絵手紙)② 老人憲章事業(米 寿の方への絵手紙)

③広報紙の発行 ④秋の健康 ウォーキング大会

高 洲
①広報紙の発行 ②住民福祉講座 ③防災研修会 ④子ども福祉講座 ⑤三世代

ふれあいイベント交流
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大 洲

岡 部

①ジュニア福祉交流会 ②大人のためのボランティア講座 ③中学生ボランティ

ア講座 ④広報紙の発行 ⑤大洲ふれあい健康ウォーキング ⑥大洲ふれあいス

ポーツの集い

①広報紙の発行 ②住民福祉講座

世帯 友愛訪問事業

③子ども福祉講座 ④高齢者世帯 ・一人暮らし

②地区社協活動の基盤整備 匡画

地 区社協 の活性化 を図るため、総会や理事会等 の役員会 、専 門部会 、企画委員会へ の出席、地

域福祉懇談会 開催 に向けて の打合せ 、そ こで のグルー プワー クの進行や情報共有のた めの話題提

供 ・現状報告 、新 しい事業 の実施 に向けた調整や 打合せ等 を行 いま した。

ア.地 区社協 の企画委員会機能の強化支援

各地区社協で開催される企画委員会に出席 し、地域が抱える課題解決に向けた話し合い等

を活発に行えるよう、運営のサポー トを行ったほか、企画委員のレベルアップのため、企画

委員情報交換会を開催しました。

《企画委員情報交換会》

実施 日:令 和6年2月29日

会 場1藤 枝市生涯学習センター

内 容:① 各地区企画委員会の活動状況について

報告者 葉梨地区社会福祉協議会 企画委員長 小池 富士夫 氏

②講話 「企画委員会は地区社協の要!企 画委員会の役割にっいて考えよう」

講師 藤枝市社協地域福祉ア ドバイザー 山本 伸晴 氏

参加者':54人

イ 、 地 区 社 会 福 祉 協 議 会 連 絡 会 の 実 施

各 地区社協が取 り組む活動 が地域 に もた らす効果や活動 における悩み等 を情報交換 ・共有

す るこ とで、それぞれの活動 を さらに活性化 させ てい くことを 目的 に、連絡 会を開催 しま し

た。

《新任 役員 ・企画 委員研修 会》

実施 日:令 和5年4月18日

会 場:岡 部支所分館市民ホール おかべ

内 容1① 講演 「地域福祉 とは」

講師1藤 枝市社 協地域福祉 ア ドバイ ザー 山本 伸晴 氏

②藤枝 市の地区社 協活動 について

③地区社協の4つ の はた らき ・役割 、行動 目標 ・行動方針 につ いて

参加 者:49人
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《全体連絡会》

【第1回 】

実施 日:令 和5年4月18日

会 場:岡 部支所分館 市民 ホール おかべ

内 容:① 令和5年 度 の地 区社協へ の支援 について

②講演 「地 区社協 はなぜ必要な のか?」

講 師1② 藤枝市社協地域福祉 ア ドバイザー 山本 伸 晴 氏

参加者:74人

【第2回 】

実施 日:令 和6年2,月29日

会 場:藤 枝市生涯学習センター

内 容:① 地域福祉懇談会からみえた地域課題と課題解決に向けた取り組みについて

報告者 ・藤枝地区社会福祉協議会 企画委員長 亀澤 幸子 氏

・高洲地区社会福祉協議会 高齢者 ・障害者部会長 工藤 敏明 氏

②講話 「地域福祉懇談会からみえた地域課題をどう解決へと繋げるか」

講 師:② 藤枝市社協地域福祉ア ドバイザー 山本 伸晴 氏

参加者:79人

ウ,各 地 区社協の行動 目標 ・行動方針の周知、進行管理支援

各地区社協が策定した行動 目標 ・行動方針の推進に向けて、具体的な取り組みを支援しま

した。

③ 地 域 福 祉 ア ドバ イ ザ ー の 配 置

地域福 祉 を効果 的に推進 す るた め、地域福祉研究所 山本 伸 晴 氏 を地域福祉 ア ドバ イザ ーに

委嘱 しま した。ア ドバイザー か ら本会の地 区担 当職員 が地区社協活動 を支援 す る上での困 りごと

や悩み ご とについて、相談会 や電話相 談に よ り解決 に向けた助言 を受 けま した。

【地 区担 当者相 談会】

実施 日:令 和5年6月27日 、令和6年1H26日 、3月1日

会 場;福 祉セ ンター きすみれ

④ 地 域 福 祉 講 演 会

実施 日;令 和5年6月29日

会 場:藤 枝市生涯学習セ ンター

内 容:講 演 「一人ひとりの 「できる」で支え合 う地域づくり」

講 師;ご 近所福祉 ク リエー ター 酒井 保 氏

参加者:72人
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◇ ◆ ◇成 果 ◇ ◆ ◇

高齢者ふれ あいサ ロンやふれ あい会食 会な どへ の支援 に よ り、地域 に集いの場が確保 され 、外出

した り、仲間 と楽 しく笑 い合 った りす るこ とで生活 にメ リハ リが生 まれ るな ど、高齢者 の介護 予防

及び生 きがいづ くりに寄与す るこ とがで きま した。地域 の人 たちが集 い、お互 いに見守 りあ う関係

が緩や かに構築 され る ことが、地域福祉の推進 につなが りま した。

また、令和5年 度 に新 たに取 り組んだ夕方以降の居場 所 は、参加者 とともに料 理を した り、穏や

か にお茶 を飲 んで会話 をす るな どと、家庭以外 の場で社会 とっ なが りをつ くるこ とができた と、大

変好評 をいた だいてい ます。

新型 コロナ ウイル ス感染症が5類 に移行 し、コロナ禍前 の動 きを取 り戻 しつつ ある地域活動 の 中

で 、2年 目の取 り組 みがな され てい る 「地 区社 協行動 目標 ・行動方針 」の推進 に向け研修会や連絡

会 を実施 し、アフター コロナ の中での活動 に有効 な情報交換等 に努 めま した。

◇ ◆ ◇ 課 題 ◇ ◆ ◇

ふれ あいサ ロンやふれ あい会食会においては、ボランテ ィアの高齢化等の問題 によ り、活動 を継

続 して い くことに不安 を感 じてい る団体が増 えてきてい るため、新 たな担 い手 の発掘や今後 の活動

を支 え る体制 の再構築 が課題 となってお り、長期 的な取組 が必要です。

また、夕方以降の居場 所においては、会場までの交通手段が ないため に参加 を諦 めている人 がい

る との 声を聞 いて いるため、移動手段 の確保 が今 後の課題 です。

ふれ あい の場 ・居場所 な ど新 しく立 ち上がっています が、一部の役員 に負担 がかかって しま うた

め、新 しい担 い手の確保 が必要です。

E=・E・
安心 して地域 で暮 らせ るま ちづ くり

地域 における見守 り活動や地域課題の早期発見 ・早期解決が可能な地域づ くりを進 める

とともに、安心 して過 ごせるように緊急時や発災時に備 えた防犯 ・防災対策や、年齢や性

別、身体の状況にかかわらず快適に暮 らすための環境整備 を進 めま した。また、誰 もが 自

分 らしく活躍できるまちづ くりを進めるために、市民の権利が守 られるまちづ くりを推進

しま した。

1孤 立 させ ない地域 づ く り

(1)ふ れ あいの場 ・居場 所づ く りの推進 【再掲】

2防 犯 ・防 災 の 地 域 づ く り

(1)災 害 ボ ラ ン テ ィア の 活 動 支 援

①VCFへ の 支 援

有事 の際、円滑に災害ボ ランテ ィアセ ンター を運営す るため、VCF(災 害 ボランテ ィア ・コ

ーデ ィネー ター藤 枝)の 定例会 に出席 す るな どし、連携 強化や 情報 共有を行 いま した。

出席 回数:12回(う ち、総会1回)
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② 災 害 ボ ラ ンテ ィア セ ン ター 支 援 に 関す る連 携 協 定 の 締 結

地震や風水 害な どの大規模災害が発生 し、市社協が災害ボ ランテ ィアセ ンターを設置 ・運営す

る際に、要請 に応 じて必要 な設 備 ・資機材 の提供、人的 ・物的支援 の提供等 の協力 をいただ くた

めに、藤枝 協力雇用 主会 と連携協定 を締結 しま した。

実施 日:令 和6年3月28日

会 場1福 祉セ ンター きすみれ

既存の協定 団体:深 谷市社協、 白山市社協 、藤枝市 ライオ ンズ クラブ、一般社団法人 藤枝 青

年会議所、藤枝 市協 力雇用 主会

(2)ICT(情 報 通信 技 術)を 活 用 した 災 害 ボ ラ ンテ ィア セ ン ター の 機 能 強 化

① 災害 ボ ラ ンテ ィア セ ン ター 運 営連 絡会

災害ボ ランテ ィアセ ンターの開催及び運営 を円滑 に行 うた め、災害ボ ランテ ィアセ ンター運営

連絡会 を開催 し、関係機 関 と情報共有 を行い ま した。

実施 日:令 和5年8H30日

内 容:今 後 の災害ボ ランテ ィアセン ター 開設条件等 につ いて

関係機関:市 大規模 災害対策課 、市地域防災課 、市介護 福祉課

② 災 害 ボ ラ ンテ ィア セ ンター 運 営 訓 練

「藤枝市 災害ボランテ ィアセ ンター」の役割 と立ち上 げ過程 、運営方法(ICTの 活用方法 を

含む)に つ いて理解 し、円滑かつ効果 的に運営す るため、葉梨 地区社会福祉協議会 と共催で災害

ボランテ ィアセ ンター運営訓練 を実施 しま した。令和4年 に発生 した台風15号 にお けるセ ンタ

ー立上 げ時の課題 を踏 まえ、老老世帯な ど自 らSOSを 出 しに くい世帯 な どの事例 を もとに、困

りごとを ど う把握 し、どの よ うに支援へっないでい くかを考 え るための ワー クを取 り入れ るな ど、

訓練 内容 を見直 して実施 しま した。

実施 日:令 和5年9月9日

会 場:葉 梨地区交流セ ンター

参加者:70人(葉 梨 地区社協56人 、　VCF、 　県社協、藤枝 市)

③ 災 害 ボ ラ ンテ ィ ア コー デ ィ ネー ター ス テ ッ プア ッ プ講座

災害ボ ランテ ィア コーデ ィネ ーターの役割 を再認識 し、災害 が発生 した際に どの よ うな対応 を

した ら良い か、また、普段 か らできるこ とについて理解 を深 め、現地調査 に入 る際 の視点や留意

すべ き点 を学び、参加 者で共有す ることを目的に実施 しま した。

開催 日:令 和6年1月13日

会 場:葉 梨地 区交流セ ンター

内 容1① 令和4年 台風15号 に係 る藤枝 市災害ボ ランテ ィアセ ンター活動 の振 り返 り

被 災後 の地域 の役割 を考 える

②VCFの 紹介

③ 現地調査 における災害 ボランテ ィア コーデ ィネー ターの役割や注意 点にっいて

講 師:河 津桜 ボ ランテ ィアセ ンター代表 ・松崎 町防 災ア ドバイザー 玉木 優吾 氏

協 力1災 害ボ ランティア ・コーディネー ター藤枝(VCF)

参加者:47人
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(3)周 辺市 町 との連 絡調 整

① 志 太榛 原 地 区社 協 災 害 時 広 域 連 携 推 進 事 業

発 災時 に近隣社協 間で災 害ボ ランテ ィアセ ンター運 営に 関 して相 互支援 がで きる関係 を築 く

た め、情報交換や研修会 を実施 しま した。

《打合せ 》

実施 日:令 和5年4月20日 、6月7日 、12月26日 、令和6年1月19日 、2月/日

(ZOOM開1崔)

内 容:研 修会打合せ 、振 り返 り、情報交換 他

《研修会 》

【第1回 】

実施 日:令 和5年11月30日 　(ZOOM開 催)

内 容:社 協 にお けるBCPに つい て

講 師　 Office　 SONOZAKI代 表 園崎 秀 治 氏

参加者:4市2町 社 協職 員51人

【第2回 】

実施 日:令 和6年2月8日

内 容:災 害時の協働 と広域連携 を考 える～わた したちの役割～

①基調 講演 「令和6年 能登半島地震 ・令和4年 台風15号

災害か ら災害 時の協働 と広域連携 を考 える」

② グルー プワー ク 「災害時 の協働 と広域連携 」

講 師:①Offjce　 SONOZAKI　 代表 園崎 秀治 氏

②静岡県社会福 祉協議会 経 営支援課 渡邉 麻 由 氏

会 場1牧 之原市相 良総合セ ンター い～ ら

参加者:40人

◇ ◆ ◇ 成 果 ◇ ◆◇

運営訓練では、令 和4年 の台風15号 被 害にお ける災害ボランティアセ ンター 立ち上 げ実績 を踏

ま え、内容 を見直 し開催 しま した。セ ンタ～ の在 り方 と運営、コーデ ィネー ター の役割 にっいて実

体験 を交 えた運 営訓練 を展 開す ることで、今 まで以上 に理解 を促す こ とがで きま した。

また、VCFの 定例 会にお ける情報 共有 、志太榛原地 区広域連携事業 にお ける定期的 な打合 せ、

藤 枝協力雇 用主会 との協定締 結等、災害が発生 した際 に備 えて、関係機 関や 団体 とのっ なが りをつ

くることができま した。

◇ ◆ ◇ 課 題 ◇ ◆ ◇

ICTを 活用 した令和4年 度 の災害 ボ ランティアセン ターの運営状況 か ら、災害ボ ランテ ィアセ ン

ター運営マ ニュアルの見直 しが必要 であ り、今 後、改訂 に向けて関係機 関 と協議 を進 めてい きます。
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3人 にや さ しいまちづ くり

(1)権 利擁護の推進

① 成年後見支援セ ンター事業(市 委託事業)

判断能力が不十分な人の財産や権利を保護するため、市から委託を受け、福祉センターきすみ

れ内に成年後見支援センターを設置し、成年後見制度に関する相談や制度の周知、申立支援等を

行いました。このうち、内容が特に複雑な案件にっいては、司法書士による相談にっなげました。

ア,成 年後見支援セ ンター相談

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

相談件数 14 23 11 11 12 12 15 25 24 23 24 24 218件 216件

内、司法書士権利

擁護相談件数
2 0 2 2 0 ユ 1

.

2 0 1 0 1 12件 14件

イ、権利擁護検討会議の開催

適切な支援方法の検討や受任調整について、リーガルサポー ト静岡の司法書士の協力得て

開催しました。

②市民後見人育成事業

高齢化社会の進行に伴い、後見人を要する人の増加が見込まれるため、地域の力で権利擁護 を

推進するため、市民後見人の養成を行いました。

ア.第7期 市 民後 見 人 養 成 講 座

《事前説 明会》

実施 日:① 令和5年5月20日 、②令和5年5月25日

会 場:① 焼津市総合福 祉会館、②島 田市社 会福祉協議会

参加者:①14人 ②17人

《一次選考(書 類審査)》

対象者:16人(藤 枝 市4人 、島 田市7人 、焼津 市4人 、川根本町1人)

《二次選考(面 接審査)》

実施 日1令 和5年7月3日

会 場:島 田市民総合施 設プ ラザおお る り

対象者:14人(藤 枝 市4入 、島 田市7人 、焼津 市2人 、川根本 町1人)

合格者:11人
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《市 民後 見人養成講座(全11回)》

実施 日:【 基礎講座 】①7A29日 ②8月2日 ③8月16日 ④8月26日

【実務講座 】①9月27日 ②10H7日 ③10月11日 ④10月21日

⑤⑥9～10月(施 設体験実習2回)⑦10月25日

会 場:島 田市総合施設 プラザおお る り 他

受講者:9人(藤 枝市4人 、島 田市2人 、焼津市2人 、川根本町1人)

《職員 による中間面談(各 市町で実施)》

実施 日:令 和5年9月6日

参加者:4人(藤 枝 市)

《終了時選考》

実施 日:令 和5年12月11日

会 場:島 田市総合施設プ ラザおお る り

対象者:9人(藤 枝市4人 、島 田市2人 、焼津市2人 、川根 本町1人)

合格者:8人(藤 枝市4人 、島 田市1人 、焼津市2人 、川根本町1人)→ 選考後焼津市1人 辞退

《実務研修 に関す る説 明会》

実施 日:令 和6年1月12日

会 場;福 祉 セ ンターきす みれ

参加者:4人

イ.第6期 市 民後 見 人 養 成 講 座

《最終 面接》

実施 日;令 和6年2月13日

会 場:島 田市 民総合施設 プラザおお る り

参加者:7人(藤 枝市3人 、島田市1人 、焼津市3人)

合格者:7人(藤 枝 市3人 、島田市1人 、焼津市3人)

【市民後見人養成状況:藤 枝市】

1期 生

(H29)

2期 生

(H30)

3期 生

(R1)

4期 生

(R2)

5期 生

(R3)

6期 生

(R4)

7期 生

(R5)
計

養成講座受講者数 8 3 3 2 2 4 4 26

途 中離脱 ・不可 1 2 1 0 1 1
実務

研修中
6

登録者数 7 1 2 2 1 3
実務

研修中
16

登録削除数 6 0 0 0 0 0 0 6

現在登録者数 1 1 2 2 1 3
実務

研修中
10
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ウ.3市1町 成 年 後見 推進 委 員会 部 会(市 委 託 事 業)

藤枝 市 ・島 田市 ・焼津市 ・川根 本町の3市1町 が実施す る成年後見事業 に対す る相談 の場

として、 また、法人後見受任 に対す る審議 を行 うため実施 しま した。

会場 実施日

島田市社会福祉協議会 6月12日 、8月7日 、9月11日 、11月13日 、 令 和6年1月15日

エ.3市1町 成年後見推進 委員会(市 委託事業)

藤枝市 ・島田市 ・焼津市 ・川根本町との3市1町 で市民後見人養成講座等の成年後見事業

を実施するために、広域連携のあり方や養成講座の内容について検討しました。

オ.市 民後 見 人 の 受 任 状 況

(ユ)の ② によ り登録 された市民後見人 の 中で、下記 の2人 が受任 し活動 しています。

類型 養成時期 審判 概 要

1 後見 第2期 R5.3.23 司法書士との複数後見を同時選任(知 的障害者)

2 後見 第4期 R5,9.27 社会福祉士から追加選任による複数後見(認 知症高齢者)

③ 法人後見事業

支援する人がいない場合や、虐待案件など個人での受任が困難な場合に、法人として後見活動

ができる法人後見があります。本会では、下記の5人 を受任 し活動 しています。(件)

成年後見 保佐 補助 計

受任中
1

(高齢者1人)

4

(知的離 都 人、高齢都 人〕
0 5

終了
1

(高齢者 ユ人)

2

(高齢者2人)

1

(高齢者1人)
4

※令和5年 度新規受任:保 佐1(高 齢者1人)

④3市1町 成年後見推進 委員会(市 委託事 業)

藤枝市 ・島田市 ・焼津市 ・川根本町の3市1町 で市民後見人養成講座等の成年後見事業を実施

するために、広域連携のあり方や養成講座 の内容について検討しました。

会場 実施日

島田市民総合施設プラザおおるり 5月22日 、10月16日 、令 和6年3月11日

⑤権利擁護検討会議の開催

司法等専門職の協力を得て、権利擁護支援が必要な方の支援方針や申立人、後見人等候補者の

選定、チーム体制や支援体制を検討しました。

会場

藤枝市役所 、

福 祉 セ ン タ ー

きすみれ、他

実施日

4月13日 、4月20日 、5.月18日 、5月25日 、6.月15日 、6月22日 、7月

13日 、8月24日 、9.月7日 、9.月14日 、9.月21日 、10.月5日 、10,月18

日 、10月25日 、11月16日 、11月22日 、12,月14日 、12月21日 、 令 和6

年1月18日 、1月26日 、2月15日 、2月22日 、3月14日 、3A21日

検討事例数 累計30件(高 齢14件 、障害16件)

内受任調整15件(高 齢7件 、障害8件)
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⑥ 専 門 機 関 との 情 報 交 換 会

困難 ・複雑 な生活課題 の解決 のため、専門機 関 との情報交換 会を開催 し、各専 門機 関 同士、情

報交換や知識 の共有 ・人的ネ ッ トワー クの構築 を図 りま した。

実施 日1① 令 和5年6月1日 ②令和5年8月3日 ③令 和5年10月3日

④令 和5年12月6日 ⑤令和6年2月7日

内 容:事 例 検討 、情報交換 他

⑦ 住 民 向 け権 利 擁 護 啓 発 事 業(市 委 託 事 業)

権利擁護 に対す る理解 を深め、成年後見制度 な ど必要 な制度 の活用に繋 げてい くため、住 民向

けの講演会 と映画上映会 を同 日に行 いま した。

実施 日:令 和5年10月24日

会 場:藤 枝市生涯学習セ ンター

内 容:① 講話 「成年後見制度 につ いて」

②映画 「オ レンジ ・ランプ」

講 師:① 公益社 団法人 成 年後見セ ンター リーガル サポー ト静 岡支部

司法書士 青島 英一郎 氏

参加者:98人

⑧成年後見制度入門講座(市 委託事 業)

権利擁護に対する理解を深め、成年後見制度など必要な制度の活用に繋げていくため、成年後

見制度入門講座 を開催 しました。

実施日:令 和6年2月9日

会 場1福 祉センター きすみれ

内 容;「成年後見制度の基礎」

講 師:ふ るい後見事務所 認定社会福祉士 古井 慶治 氏

参加者:25人

⑨ 日常生活 自立支援事業(県 社協委託事業)

認知症高齢者、知的障害や精神障害等の中で判断能力が不十分な人が地域で安心して生活が送

れるよう、契約により福祉サービスの利用手続きや公共料金の支払手続き、日常的金銭管理等の

支援を実施 しました。

《利用者の状況》*利 用料11,000円/回 ※生活保護世帯は自己負担なし(金 庫代300円)

内容
対 象 者(人)

計 前年度
認知症高齢者 知的障害者 精神障害者 その他

利用者数 0 8 20 5 33人 31人

(うち貸金庫利用者) 0 2 5 1 8人 8人

内、新規契約者 0 1 1 1 3人 7人

解約者 0 0 1 0 1人 3人

実働生活支援員 12人 14人
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《相談援助件数》

内容 本事業の利用に関するもの
その他 計 前年度

対 象 者 認知症高齢者 知的障害者 精神障害者 その他

初回相談件数 0 4 6 7 / 17件 23件

相談援助件数 0 300 1,357 400 / 2,057件 2,144件

計1・|・ ・41・,・631・ ・71・2,・74件1・,・67イ 牛

(2)声 の広報 ・点字の広報 【再掲】

◇ ◆◇ 成 果 ◇ ◆ ◇

成年後 見支援セ ンター として、市民や 各機 関か らの相談 に応 じ、必要 に応 じて 申立支援や権利擁

護検討会 に繋 げる ことができま した。また、住 民向 け権利 擁護啓発事業 、成年後 見制 度入 門講座 な

どを通 して、制度 の広報 ・啓発 な どを行 い、多 くの方 に参加 して いただ くことができま した。

◇ ◆ ◇ 課 題 ◇ ◆ ◇

各種 団体、関係機 関が、一次相談 として対応 し、専門的判断が必要 な場 合は、成年 後見支援 セン

ターの二次相談 につ な ぐよ うな体制づ くりをす るた めに、関係機 関へ の制度の理解 を広げてい くこ

とが課題 となっています。

また、市 民後見人養成講座修了者が増加 しています が、市 民後見人 として活動 してい る人数 は少

な く、 さらな る増員 が課題 です。

22



福祉サービスの充実と利用 しやすい環境づくり

複合化 ・複雑化 した課題や現状の支援体制では見逃 されて しま う課題に対応するために、

高齢、障害、子育て、生活困窮等、これまで強化 してきた各機関の機能を最大限に活か し

ながら、あらゆる相談を受け止め、課題解決に向けた支援 を関係機関が協働 して行 う、包

括的支援体制の構築に努めま した。

また、市民ニーズに沿ったきめ細かな福祉サー ビスを充実させ るとともに、必要な人に

必要なサー ビスが提供されるよう情報発信体制を強化に努めました。

1包 括的な支援 を行 う体制づ くり

(1)相 談窓 口の充実

①福祉総合相談(ふ くし相談)

住民の抱えるさまざまな問題等に広く対応するため、適切なサービスや機関、制度等の情報提

供や各種資金の貸付相談を実施しました。また、体制の充実を図るため、市に設置された自立生

活サポー トセンター内に社協サテライ トを併設 し、相談員を配置しました。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

社協受付分 2 4 3 7 1 7 5 2 2 9 3 2 47件 /
サテ ライ ト

受付分

103 149 121 117 144 156 136 103 173 113 121 152 1,588件 /
総件数 105 153 124 124 145 163 141 105 175 122 124 154 1,635件 1,798件

②家計相談事業(市 委託事業)

生活全般に関する困 りごとに対応するため、市から生活困窮者自立支援法に基づく自立相談支

援事業における相談支援員業務を受託し、市役所内に設置された 「藤枝市自立生活サポー トセン

ター」において広く相談に対応するとともに、家計に関するプランを作成し、家計の再建を支援

しました。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

新規相談件数 8 16 11 8 8 16 12 9 9 17 4 12 130件 168件

プラン作成臓 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0件 0件

③ 地 域 包 括 支 援 セ ン ター(安 心 す こや か セ ン ター)事 業(市 委 託 事 業)

(担当地区:青 島地区の一部)

いっまで も地域内で安心 して暮 らせ る よう、瀬 戸新屋 の在宅福祉セ ンター 内に安心す こやかセ

ンター を設 置 し、地域 にお ける高齢者 の総合 的な相談窓 口と して、地域で生活す る高齢者 を、介

護 、福祉 、医療 な どの面か ら総合 的 に支援 しま した。 また、地域の介護 支援専門員への指導 ・助

言 の ほか、 さま ざまな関係機 関 との連絡調整(ネ ッ トワークづ く り)に 努 めま した。
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ア.総 合 相 談 事 業

介護 に関す る相 談や 悩み以外 に も、健康や福祉 、医療、生活 に関す る ことな ど高齢者 にお

ける総合的 な相談に対応 し、適 切なi±・一.ビスや機 関 、制度 の利用 につ なげま した、

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

相談件数 73 84 114 80 95 95 114 86 78 94 77 86 1,076件 808件

実態把握件数 0 1 3 3 2 2 0 1 2 2 0 1 17件 20件

イ.介 護予防ケアマネ ジメン ト事業

介護予防のため、介護保険要支援1・2、 事業対象者 と判定された利用者を対象に、委託居

宅介護支援事業所の介護支援専門員が、利用者の主体性を重んじた介護予防サービス計画を

作成できるよう支援に努めました。また、介護保険の請求事務 として給付管理業務も行いま

した。地域支援事業として、アクティブシニア大学の希望者に申請の手続きや相談対応も行

いました。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

委託請求件数 170 168 174 176 182 189 187 187 186 186 179 181 2,165件 2,160件

ウ.そ の 他 の 委 託 事 業

よ りよい地域 の連携 体制 をつ くるため、 「地域包括支 援ネ ッ トワー ク構 築会議 」 を開催 す

る とともに、介護 状態にな らないための 「介護予防普及啓発事業」 を実施 しま した、

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

地域ネットワーク会議 0 0 2 1 0 1 1 1 2 0 1 0 9回 10回

介護予防甑醗諜 0 3 0 2 1 0 0 1 0 0 0 0 7回 10回

介護予防把握調0 0 0 0 0 7 1 4 5 0 00 17回 37回

④障害者相談支援事業(市 委託事 業)

障害者 の福祉の増進を図るため、藤枝市基幹相談支援センター内で、障害福祉課、他法人の相

談員とともに障害者やその家族の相談に応じ、必要な情報提供を行いました。併せて障害者の地

域定着を推進するため、関係機関との調整や権利擁護のために必要な支援を行いました。

相談対象者の障害種別(実人数)
相談件数 前年度

身体障害児者 知的障害児者 精神障害児者 その他 計

28人 139人 226人 21人 444人 1,580件 2,232件

(内30人 は重複)

(2)生 活支援 コー デ ィネー ター に よる地域づ くりの推進

①生活支援体制整備事業(市 委託事 業)

ア.生 活支援体制整備事業第2層 協議体

住民がいつまでも住み慣れた地域で自分らしく生活できるよう、市内日常生活圏域(地 区社

協)ご とに生活支援コーディネーターを配置し、支え合いの地域づくり会議や新しい事業の実

施に向けた調整や打合せ、住民主体の生活支援サービス事業の実施などについて助言や情報提

供等の支援を行いました。また、住民の声に素早く対応するため、随時相談対応を行いました。
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《第2層 協議体 支え合いの地域づ くり会議実施状況》

地区社剛 開細

瀬戸谷 5月31日 、10月12日 、11月2日 、 令 和6年3月19日 、3月27日 、

稲 葉 4月22日 、5月17日 、10月26日 、 令 和6年2月14日

葉 梨
4月13日 、5月11日 、6月8日 、7,目13日 、8月17日 、9月7日 、10月12日 、

11月14日 、 令 和6年2月8日

藤 枝 8月17日 、10月26日

青 島 令和6年2月17日

高 洲 6月8日 、7月21日 、8月18目 、10月19日 、 令 和6年1月12日

大 洲 令和6年3月26日

《生活支援サービス実施地区》 0内 は前年度

実施地区1団 体数|対 象地域 と団体名

広 幡 1(1) 広幡全域(広 幡お助け隊)

藤 枝 2(0) 藤枝第1自 治会(ま めっ隊)、 藤枝第10自 治会(と んか らり)

青 島 3(3)
田沼南 町内会(田 沼支 え愛の会)、 青 島第5自 治会(駿 河台支 えあい

の会 ぼちぼち)、 青 島第8自 治会(青 島第8助 けあいの会 はちす け)

高 洲 1(1) 高洲全域(高 洲手んだい隊)

大 洲 1(1) 大洲全域(大 洲 自立支援部)

※生活サポー トサービスキー坊大縁隊の対象地域は藤枝市全域

イ.生 活 支 援 体 制 整 備 事 業第1層 協 議 体 へ の参 加

市全体の課題 を共 有 し、課題解決 につ なげてい くた め、藤枝 市 主催の第1層 協議体 に、第2

層生活支援 コーデ ィネー ター と して参加 し、各地 区の地域課題 や地域福祉 活動 に関す る情報提

供を行っています。

開催 日;令 和5年5月23日 、10月27日 、令和6年3月19日

ウ.先 進 事 例 の 研 究

地域課題 の解決 に向けて実施可能 な手法 を検討す るため、市 と合 同で地域主体の移動支援サ

ー ビスを実施 してい る岐阜県各務原 市、生活支援サー ビスに関す る先進的 な取組 を実施 してい

る愛知県豊明市へ視察 を行い ま した。

実施 日:令 和5年6月6日 、7日

視察 先:岐 阜 県各務原 市(タ クシー相乗 りによる移動支援)

愛知 県豊 明市(住 民主 体生活サ ポー ト事業)

参加者1市 地域交通課 、市地域包括 ケア推進課 、市社 協
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エ.生 活 支 援 サ ー ビス事 業 連 絡 会

地域主体 で運営 してい る生活支援 サー ビス事業の活動者 に対 し、運 営上 の悩 みや活動 に関す

る悩み、課題 の共有や課題 の解 決のための手法等、事業 を円滑に進 めてい くための情報交換 の

場 とす るほか 、新た に立 ち上げ を検 討 してい る団体に対 し、活 動立ち上 げの後 押 しとなるよ う

実施 しま した。

実施 日:令 和6年1月26日

会 場:藤 枝 地区交流セ ンター

内 容:各 団体の活動紹介 ・課題共有 、質疑応答 、「自分たちの活動 の認知度UP～ 新 た なつ

なが り先 を考 え よ う」(グ ループ ワー ク)

参加 者:12団 体39人

(3)ボ ラ ンテ ィ アセ ン ター 事 業 【後 掲 】

(4)成 年後見支援セ ンター事業 【再掲】

◇ ◆◇ 成 果 ◇ ◆◇

「生活支援 コーデ ィネーターに よる地域づ く りの推進」については、高齢者 の新たなふれあいの

場 の立 ち上げ に向 けた取 り組 みが見 られ た瀬戸谷地 区 ・稲葉 地区 ・高洲 地区 ・藤枝 地区に対 し、他

機 関 と連携 し積極的に情報提供 を行 ったほか 、協議が行われ るよ う働 きかけた ことに より、住 民同

士 が意見交換す る機 会 を設 け ることができま した。その 中で、稲葉地 区の宮原 町内会 においては安

心す こやかセ ンター グ リー ンヒル ズ藤枝 と共催 でお試 しサ ロンを3回 実施 した結果、参加者 か らサ

Uン が必要で あるとの意 見が多 くあが り、サ ロン立上げに向けたきっか けを作 るこ とにつなが りま

した。

◇ ◆◇ 課 題 ◇ ◆◇

通い の場 を求 めてい る人はい るが、担 い手 が不足 していた り、お手伝 いな らで きても、運営の軸

になる人がい ないため、立 ち上 げに結びつか なか った り、既存 の団体で もボランテ ィアの高齢 化 に

よ りサ ロンの運営 自体が難 しくなっています。市社協か ら地 区のボ ランテ ィア募集 の情報発信 、ボ

ランテ ィアの負担 を軽減 で きるよ うな運営方 法の検討 を し、担 い手 の確保が課題です。
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2き め細 か な福 祉 サ ー ビス の提 供 と利 用 しや す い環 境 づ く り

(1)多 様 な サ ー ビス の提 供

高齢者や障 害者 の皆 さんが、在宅 で安 心 してい きい き と暮 らしてい くため に、介護保険法や 障

害者総合支援法等 に基づ いて在宅福祉サー ビスの充実 を図 りま した。また、利 用者 の立場に立っ

た介護 ・医療 のサー ビスの提供 と、経営 の安定化の両立 を 目指 しま した。

①介護保険事業

ア,居 宅介護支援事 業

介護支援専門員(ケ アマネジャー)が 、利用者 と各サー ビス事業所 との連絡調整を図って、

利用者の主体性を重んじた居宅サービス計画の作成に努めました。

マー 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

計画作成

件 数
99 95 96 112 111 106 115 118 117 123 119 116 1,327件 1,303件

計画作成

外部受託件数
52 50 49 48 49 49 47 48 52 49

1
47 47 587件 ユ67件

イ.訪 問介 護 事 業

身体介護 では入浴や清拭 を、生活援助では掃 除 ・調理 ・買 い物代行等 のサー ビス を提供 し

てい ます。サー ビス提 供時の記録や連絡事項等で はタブ レッ ト及び タブ レッ ト用介護 ソフ ト

の導入 に より事務 の効率化 、ヘルパーの働 き方改革 を進 めま した。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

利用者数 26 27 27 28 30 29 27 26 28 29 27 24 328人 339人
一

訪問回数 250 264 257 259 300 276 313 315 282 284 282 230 3,312件 3,509件
一

提供時間 254 258 257 274 309 261 267 267 242 271 260 201 3,121時 間 3,267時 間
一

ウ.介 護予防 ・日常生活支援総合事 業(総 合事 業訪 問介護)

要支援1・ 要支援2に 認定 された方を対象に 本人が 自分で行 うことが困難な入浴、排せ

つ、食事等の介護や 調理、洗濯、掃除等の家事を提供しました。

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度一

利用者数 10 10 10 10 10 11 11 11 11 11 11 10 126人 142人
一

訪問回数 44 54 47 45 51 47 58 56 57 52 54 45 610件 753件

提供時間 39 48 42 40 46 42 52 50 51 47 48 51 556時 間 680時 間
一

エ.訪 問看護 ステー シ ョン事 業

利用者数等の拡大を進めるとともに、医療保険、介護保険いずれの場合でも、主治医が作

成する訪問看護指示書に基づき利用者の日々の健康管理からターミナルケアまで幅広く 利

用者本人と家族の希望と状況に応じて医療的視点と、利用者、家族に寄り添った視点で訪問

看護を提供 しました。
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《介護保険》

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

利用者数 32 32 35 30 34 37 36 36 35 33 32 33 405人 393人

訪問回数 94 99 101 97 118 130 130 120 124 119 114 116 1,362件 1,415件

提供時間 62 65 67 68 81 112 94 85 87 87 81 83 972時 間 985時 間

《医療保険》

＼ 4 5 6 7 8 9 10 刊 12 1 2 3 計 前年度

利用者数 20 20 21 21 26 22 21 21 21 21 21 21 256人 227人

訪問回数 119 121 141 119 166 150 133 129 141 111 134 105 1,569件 1,387件

提供時間 104 124 148 104 140 130 120 118 129 96 120 87 1,420時 間 1,310醐

《難病 患者介護家族 リフ レッシ ュ事 業》

今年度 前年度

利用者数 3 1

利用回数 4 1

提供時間 8 2

《県立学校医療的ケァ児就学支援事業》

月 1 2 3 計

時間 1.5 1.5 1.5 4.5時 間

《医療連携業務委託事業》認知症グループホームへの訪問

今年度 前年度

契約事業所数 3(1ユ ニット9人 ×4) 3(1ユ ニット9人 ×4)

定期利用回数 187 120

緊急利用回数 0(1人 個別 契約) 0

オ.介 護保険対象外生活支援サー ビス事業

社協の介護保険サービス利用者を対象に、ごみ出しや通院介助などの介護保険制度対象外の

サービスを提供 しました。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

利用者数 1 1 3 4 1 3 3 3 4 3 4 3 33人 21人

訪問回数 1 1 9 7 7 3 3 4 7 4 12 7 65件 23件

提供時間 2 2 6.5 9.5 3.5 5.5 5.5 6.5 16.5 9.5 23 14 104時 間 36.5時 間
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② 障 害 福 祉 サ ー ビス事 業

支給 決定 を受けた障 害者(児)に 対 し、心身 の特性 を踏 まえて、そ の有す る能力 に応 じ自立 し

た 日常生活 を営む ことがで きるよ うサー ビス等利用 計画 に基づ いて、サ ー ビス を提供 しま した。

ア.居 宅介護

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

利用者数 43 41 43 42 39 41 38 39 41 39 40 40 486人 526人

訪問回数 470 530 506 402 483 443 431 413 425 410 406 415 5,334件 6,335件

提供時間 355 410 390 334 349 320 310 297 307 296 306 307 3,98塒 間 5,006燗

イ.重 度訪問介護

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

利用者数 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 2 2 29人 26人

訪問回数 111 110 107 115 110 134 152 148 128 76 92 67 1,350件 1,341件

提供時間 304 311 301 316 308 366 416 403 407 280 294 223 3,929騙 3,828時 間

ウ,同 行援護

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

利用者数 13 11 13 12 12 12 12 12 13 11 13 14 148人 131人

訪問回数 54 49 58 47 52 49 52 54 55 47 52 56 625件 621件

提供時間 137 118 142 119 129 126 129 138 B9 120 142 147 1,586時 間 1,486時 間

エ.相 談支援事業

i)計 画相談 支援(特 定相 談支援事業所)

相談支援専門員が、利用者 と各サービス事業所との連絡調整を図って、利用者の主体性を

重んじた計画案、計画の作成、利用状況の検証および計画の見直し(モ ニタ リング)を 行い

ま した。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 廿 12 1 2 3 計 前年度

件数 97 85 84 93 95 84 84 101 91 105 100 89 1,108件 1,102件

ii)地 域移行

入所施設や精神科病院等からの退所 ・退院にあたって支援を要する者に対し、入所施設や

精神科病院等における地域移行の取組と連携 しっつ、地域移行に向けた支援を行いました。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

件数 2 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 1 10件 19件
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jii)障 害児支援利用計画(障 害児相談支援事業所)

相談支援専門員が障害児の保護者と各サービス事業所との連絡調整を図って、障害児の状

況や保護者の意向を勘案し、計画案、計画、利用状況の検証および計画の見直し(モ ニタ リ

ング)を 行いました、

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

件数 47 58 65 52 38 46 34 43 49 43 37 57 569件 550件

③地域生活支援事業

ア.移 動支援事業 ※市委託事業

屋外での移動に困難がある障害者(児)に 対 し地域での自立生活及び社会参加を促すため、

移動支援サービスを提供しました。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

利用者数 11 10 9 8 8 9 8 8 13 13 15 20 132人 87人

訪問回数 27 33 31 29 24 32 33 29 32 38 38 53 399件 313件

提供時間 31 37 40 30 27 28 29 35 45.5 39 45.5 61.5 448.5時 間 283時 間

④ ライフサポー ト事業(自 宅等での支援)(市 委託事業)

障害者総合支援法を補完す る事業として、障害児の地域生活を支え、家族の介護負担軽減のた

め、自宅での介護を提供しました。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 廿 12 1 2 3 計 前年度

利用者数 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 5人 5人

訪問回数 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 5件 7件

提供時間 4 1 2 0 0 0 0 0 0 2 0 0.5 9.5時 間 7時 間

⑤放課後等デイサー ビス 「社協ルピナス」の運営

就学している障害児に対して、放課後や夏休み等の学校休業 日において、生活能力向上のため

の訓練等を継続的に提供しました。また、療育活動として、作業療法、絵手紙、音楽、体操や絵

付け教室などを取り入れ障害児の自立を促進するとともに、放課後等の居場所づくりを推進し放

課後等デイサービスの運営を行いました。一＼
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

開 所 日 20 20 22 20 22 20 21 20 19 19 19 20 242日 242日
一

内ほ開所磁
一

6 1 1 6 20 0 2 1 7 3 1 15 63日 63日

利用者数 206 200 205 192 219 163 196 182 177 185 180 211 2,316人 2,593人

1日 平均
　

10.3 10.0 9.3 9.6 9.9 8.1 9.3 9.1 9.3 9.7 9.4 10.5 9,5人 10,7人
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⑥ 生 活 介 護 事 業 所 「ポ ップ ラ イ フ」 の 運 営

重症心身障害者 に障害福祉サー ビスを提供す る通所施設 として、入浴 ・食事 ・送迎の提供 さら

に機能訓練や創作 ・音楽活動等 個々にあったサー ビスの提供 を行 いま した。また、地域 生活支 援

事業(日 中一時支援)と して本施設 での時 間外預か りによ り日中活 動の場 を提 供 し、見守 り及 び

社会 に適応す るための 日常的 な訓練 を行 いま した。

ア.障 害福祉サー ビス

常に介護や医療ケアの必要な人に施設で入浴や排泄、食事の介護や療育活動(創 作、外出)等

を提供 しています。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

開所 日 22 22 24 22 23 22 23 22 23 21 21 22 267日 268日

利用者数 454 479 504 474 484 476 d38 422 435 389 375 441 5,37ユ 人 5,757人
一

10平 均
一

20.6 21.8 21.0 21.5 21.0 21.6 19.0 19.1 18.9 18.5 17.8 20.0 20.1人 21,5人

イ 地 域 生 活 支 援 事 業(藤 枝市 ・焼津市 ・吉 田町委託事 業)

障害者 を一時的に時間外 で預 か り、見守 り等 を行 い、安心で きる場 を提供 しま した。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 刊 12 1 2 3 計 前年度

開所 日 3 3 5 2 3 4 8 9 7 3 1 4 52日 62日

利用者数 2 2 7 2 4 3 3 5 4 3 1 5 41人 44人

ウ.ラ イ フサ ポ ー ト事 業(短 期 入 所)(藤 枝市委託事業)※1回:1泊2日 で実施

障害者総合 支援 法の短期入 所指 定事業所 以外 の施設 でのナイ トケアの提供 を しま した。 なお 、

上半期は実施 していないため、利用者 はいませ んで した。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 可1 12 1 2 3 計 前年度

開所回数 　 一 一 一 一 一 1 1 1 1 1 　 5回 6回

利用者数
一 一 一 一 一 一 3 4 5 4 3 一 19人 21人

(2)福 祉 サー ビスの利用 支援

・日常生活 自立支援事業 【再掲】

(3)支 援体制 の周知

・広報 ・啓発事業 【再掲】

(4)生 活困窮者の 自立支援

① 各種資金貸付事業

低所得世帯や障害者世帯等の経済的自立と生活意欲の助長促進のため、緊急かっ一時的費用と

して生活費、教育費、医療費等の資金貸付を行いました。
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種 別
申請件数(件)

(前年度)

貸付金額(円)

(前年度)

小口資金貸付

(生活費など 貸付限度額10万 円 無利子)

0

(0)

0

(0)

高額療養費貸付

(無利子)

38

(23)

8,296,377

(4,877,706)

生活福祉資金

(静岡県社協資金取次)

8

(6)

3,388,000

(600,000)

② ふ じえだ暮 らしをつな ぐ支援事業

生活困窮者等が地域で自立した生活を送ることができるよう、多機関と連携 しながら暮らしの

環境を整えるための支援を行いました。

今年度 前年度

件数 1 1

金額 36,000円 22,000円

内訳
医療費支援20,000円

就労準備支援 22,000円

就労準備支援16,000円

③ 自転車及びカセ ッ トコンロ支援事業

生活困窮者の自立と生活の質の向上や就労にっなぐため、自転車の助成を行いました。

助成実績;自 転車1台(前 年度 自転車2台)

④ 年越 し支 援 金

9月5日 号の 「ふ じえだ社協 だ より」N・231で 助成金 申請手続 きの周知 を行 うと ともに、各 地区

民生委員 ・児童委員 の協力 を得 て、歳末 たす けあい募 金か ら、生活が困窮 していて支援 を必要 とし

て い る世帯 に対 して、支援金 を助成 しま した。 また、収入 が減少 した等の理 由によ り 「非課税世帯

であ る」 とい う条件 に当て はま らない生活 困窮者 の支 援につな げるため、区分Bの 申請枠 を設 けま

した。

/
【区分A】 【区分B】

対象世帯 新入学祝 、 助成合計額 対象世帯 新入辮兄、 助成合計額

計 540世 帯/701人 3人 4,117,000円 46世 帯/104人 1人 443,000円

前年度 530世 帯/718人 8人 4,126,000円 43世 帯/97人 2人 419,000円

⑤ フー ドドラ イ ブ事 業 へ の 協 力

食品 を必要 とす る人々の支援 とフー ドロス削減 のため、NPO法 人 フー ドバ ンクふ じの くにが

実施す るフー ドドライブ に協力 し、家庭 に眠 ってい る食 品の回収 を行 いま した。

なお、回収 された食品 は、　NPO法 人 フー ドバ ンクふ じの くにの協力 を得て生活に困窮 し食 の確

保が 困難な世帯の支援 に使 用 されま した。
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〈夏 期 〉 実 施 期 間:令 和5年8月1日 ～3ユ 日

回 収 ボ ック ス設 置:/7カ 所(各 地 区交 流 セ ン ター 、 文化 セ ン ター 、 学習 セ ンタ ー

福 祉 セ ンター きす みれ 、在 宅 福 祉 セ ン ター 、 市 役 所)

回 収 量:592,8kg(前 年 度 上 半期580,07kg)

〈冬期 〉 実 施 期 間:令 和5年12H1日 ～令 和6年1月31日

回 収 ボ ックス設 置:17カ 所(各 地 区交 流 セ ン ター 、 文化 セ ンタ ー 、 学 習セ ンタ ー

福 祉 セ ンター きす みれ 、在 宅 福祉 セ ン ター 、 市 役 所)

回 収 量:504.4kg(前 年 度600,7kg)

〈常設 〉 実 施 期 間:令 和5年4月1日 ～令和6年3月31日

回収ボ ックス設 置:1カ 所(福 祉セ ンター きす みれ 内)

回 収 量:94.95kg(前 年度344.00kg3カ 所分)

*緊 急食料支援148件(前 年度141件)※ 市 自立生活サポー トセンター にて対応

◇ ◆ ◇ 成 果 ◇ ◆ ◇

相 談支援 事業 にお ける一般相談 、特 定相談 、障害児相談 では、新規利用者 の獲得 に努 め、スムー

ズにサー ビス利用 に繋 げることがで きま した。

ル ピナ スでは、コロナ感染症が5類 とな り、療育活動、ボランテ ィアの受入、外 出支援が通 常通

りにな り活動 の幅が広が りま した。

訪 問介護 では、移動支援 と重度訪 問介護 に力 を入れ 、時間数 の増加 を図 りま した。

ポ ップライフでは、 コ ロナが5類 にな り、外 出や音 楽療 法を再 開す る ことができま した。 また、

ポ ップライ フ祭 りや ク リスマス会 の行事への家族や 地元の町内会長 を招待 し、地 域に開かれ た施設

であ るこ とをPRす ると ともに、親子で社 会参加 を楽 しむ場 を提供 にっ なげま した。

◇ ◆ ◇課 題 ◇ ◆◇

相談支援事業 では、様 々なケー スの中か ら見 えて くる地域課題解決 のための社 会資源 開発 につ い

て、法人内での共有を重 ねていき、またサー ビス調整 だけでな く生活上 の困 りごとに対応す る基本

相談 の重要性 を意識 して力 を入れ てい くことが課題 となっています。

ル ピナ スでは、小学校低学年 と強度行動障害の利用者 の支援は職員 間で共有 し、丁寧 に関わ り同

じ方 向性 をもち支援 してい くこ とが課 題 となっています。

訪 問介護 では、利用者 の減少 に よ り訪 問回数や提供時間が減って しまったた め、利用 の拡大 が課

題 となって います。

ポ ップライ フでは、最重度の医療的ケアの利 用者 の受 け入れ態勢 の整備 と近 隣市町に新 しい生活

介護事業所 が開設 した こともあ り、新規利用者 の確保 が課題 となっています。
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3地 域生活 ・社会へ参加 しやす いまちづくり

(1)外 出が困難な人の社 会参加の支援

①地域支え合い出かけっCARサ ー ビス支援事業(市 委託事業)

地域内の移動が困難な人の移動を支援するため、地区社協が実施する運転ボランティアによる

外出支援サービス 「藤枝市地域支え合い出かけっCARサ ー ビス事業」に関して、使用 される車両

の確保や自動車保険加入などの支援を行いました。

《瀬戸谷地区社協;瀬 戸谷買援隊》

買い物支援 ※12月 より一部福祉有償運送として活動

《葉梨地区社協:葉 梨 ささえ愛隊》

買い物支援、通院支援、会食会会員の送迎支援

《西益津地区社協:お 出かけ支援隊》

買い物支援、通院時の送迎支援 ※通院支援は6月 より福祉有償運送 として活動

《藤枝地区社協1藤 枝ふれあい出かけっCAR》

買い物支援、6月 より事業開始

《高洲地区社協:高 洲足す とし隊》

買い物支援

《大洲地区社協:ノ アの運ぶネ》

買い物支援、ふれあいサロンの送迎支援

②福祉車輌貸出事業

下肢に障害があり歩行が困難な人の社会参加促進を図るため、社協が所有する福祉車輌を貸出

しました。また、運転する人がいない場合には、社協に登録する運転ボランティアの派遣調整を

行いました。※車輌台数:3台(走 行距離に応 じ燃料は各 自負担)

＼ 4 5 6 7 8 9 10 廿 12 1 2 3 計 前年度

貸出件数 13 19 /6 10 16 14 18 17 18 17 16 11 185件 166件

内)運 転ボラン

ティア調整
1 4 3 5 5 4 4 3 8 3 6 4 50件 49件

③ 車 イ ス貸 出 事 業

急な病気や ケガな どに よ り買い物 な どの外 出に一 時的に車いす を必要 とす る市 内在住 の方に、

原 則3ヶ 月 を限度 と して貸 出 を行 いま した。また、福祉 体験学習 を行 う学校 等への貸 出 も行 いま

した。0内 は前年度

保有台数 令和5年 度貸出件数

42台(56台) 151件(138件)
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◇ ◆◇ 成果 ◇ ◆ ◇

出かけ っ　CAR実 施地 区で運 営委員会 やボ ランテ ィア会議 実施 の提案 を行 い現状や課題 の確認 を

行 うことができま した。瀬戸谷 地区 と西益津地 区で は、幅広いニー ズに対応 した り、活動 を安 定 し

て継続 できるために、福祉 有償運送 によ り実施 が行 われ始 め、その際の支援 を行 うことができま し

た。

◇ ◆ ◇ 課 題 ◇ ◆ ◇

市社協 として、出か けっCARの 認知度や ボラ ンテ ィア会員の増加に 関す る周知の拡大が課題 とな

っています。

≡ ≡"Vコ 地 域 の 社 会 資 源 を育 む 仕 組 み づ く り

地域福祉 を担 う人材やボランテ ィア等の組織の育成や支援、新たな担い手を育むための

施策を展開しました。また、地域づ くりに多様な主体が参画 しやすい環境 を整備するとと

もに、地域 における多様な主体が連携 し、活躍できる体制の充実に努めま した。更に、近

隣市町や県等 と広域的な連携を推進 しま した。

1地 域福 祉 を担 う人材 ・組織 を育む体制づ くり

(1)ボ ランテ ィア活動の推進

① ボ ランテ ィア講座

さまざまな地域活動に参加する人材を発掘 ・育成するため、ボランティアに興味 ・関心のある

住民を対象にボランティア講座を行いました。

実施日:令 和5年7月4日

会 場:高 洲地区交流センター

内 容1ボ ランテ ィアの変遷や活動意義、魅力、活動のヒン トを学ぶ

講 師;元 十文字学園女子大学 人間生活学部 人間福祉学科 准教授 横山 貴美子氏

参加者138人

② 話 し相 手 ボ ラ ンテ ィア ス キ ル ア ップ講 座

平成19年 度か らの 「話 し相手 ボランテ ィア養 成講座 」 を修 了 した人へ復 習の機会 を設 ける と

ともに、実際 にボランテ ィア活動 を行 ってい る人の悩みや疑 問の解 消、まだ活動 に至 っていない

人へ は、 さらにそれ らの学習 を深 めることを 目的 とし開催 しま した。

実施 日:令 和5年11月14日

会 場:高 洲地 区交流セ ンター

内 容1話 し相手 ボランテ ィア にっいて必要 な知識 を再確認 、活動 の中で生 じた疑問、困 りご

とへの質疑応 答

講 師:元 十文字学園女子大学 人間生活学部 人間福祉学科 准教授 横 山 貴美子 氏

参加者118人
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③ ボ ラ ンテ ィア相 談

ボランテ ィア活動 を促 進す るた め、 「藤枝 市 ボランティアセ ンター」で は、 ボランテ ィアや企

業 、個 人の社会貢献活動 の拠点 として、ボラ ンティアに関す る相談や各種助成金等の情報提供及

び社会貢献活動 の促進等 を行い ま した。O内 は前年度

ボランティア相談合計 内訳

132件

(50件)

ボ ランテ ィア依頼24件(15件)

ボ ランテ ィア希望18件(17件)

その他 問合せ90件(18件)

④65歳 以 上 の 人 へ の ボ ラ ンテ ィア 活 動 促 進

市介護福祉課 が月1回 開催 してい る 「65歳到 達者説 明会」 にて、 「ボ ランテ ィア しませ んか!

週1日 は地域貢献デイ」のチ ラシを配付 し、ボ ランテ ィア活動促進 を行 いま した。

配付枚数:1,810枚

⑤ 子 育 て 応 援 プ ロ グ ラム

子育て 中の保護者 やその家族 を対 象に参加者 同士 の話 し合 いや 、演習 を通 して愛着形成 ・自己

肯定感の大切 さや、 よ りよい コ ミュニケーシ ョンの方法 な どを学ぶた めの講座 を行い ま した。

実施 日:① 令和5年9月21日 、②9A28日 、③10月5日

会 場:福 祉セ ンター きす みれ

内 容:① 愛着形成 ・自己肯 定感 の大切 さや 、よ りよい コミュニケー シ ョンの方法 な どを学ぶ

②子育てサ ロン、子 育て支援 セ ンターの紹介

③子育て世代の防災について考え る

講 師1① 合同会社 麻彩 大隅 和子氏

②常葉 大学短期大学部 日本語 日本 文学科准教授 宮本 淳子 氏

③認 定NPO法 人はままつ 子育 てネ ッ トワー クぴっぴ 理事長 原 田 博子氏

参加者1延 べ23人

(3)福 祉 を担 う人材 の 育 成

① 各種 資 格 の 現 場 実 習 受 入

将来の福祉 を担 う人材 を育成 す るため、地域 に根 ざ した社会福祉 法人 として、資格 習得 に必 要

な現場実習 の受 け入れ を行 いま した。

*社 会福祉士 …令和5年8月28日 ～9月29日(25日 間)/静 岡県立短期大学1人

令和6年2月26日 ～3月4日(6日 間)/静 岡県立短期大学1人

*看 護 師…令和5年6月9日 ・6月12日(2日 間)/組 合 立静 岡県 中部看護 専門学校2人

令 和5年9月19日 ・9月20日(2日 間)/

令 和5年9月27日 ・9月28日(2日 間)/

令 和5年9月29日 ・10月2日(2日 間)/

令 和5年10月4日 ・10月5日(2日 間)/

令 和5年10.月6日 ・10月10日(2日 間)/

令 和6年3月4日 ～3月6日(3日 間)/
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②市民後見人育成事業 【再掲】

(4)福 祉活動 に積極的 に取 り組む個人や団体の表彰

①健康福祉大会の開催 【再掲】

②市社協表彰

③感謝状の贈呈

多年にわたり健康福祉の増進に尽力された人への表彰を

藤枝市健康福祉大会にて行いました。

社協会長表彰23人

社協感謝状2人 、3団 体

◇ ◆◇ 成 果◇ ◆ ◇

実習 の受 け入れについては、社会福祉法人の使命 を果 たすだ けで なく、職員 が担 当業務 を学生 に

説 明す る ことで、その事業 の意義 を再認識 した り、地域に対 して物事 をわか りやす く説 明す る こと

の訓練 になった りしてい ます。実 践現場 で学生 と利用者や ボ ランテ ィアとのや り取 りを客観的 に見

る ことで、今一度その事業の進 め方等 を見直す ことに もっなが りま した。

◇ ◆◇ 課 題 ◇ ◆◇

社会福祉 士取 得のための実習 にお いては、実習 カ リキュラムの変更に伴 い、ソー シャル ワー クの

実践能力の習得 がで きる実習 内容が よ り強 く求 め られ るよ うになったた め、よ り効果的 な実習機 会

を提供で きるよ う、職員 の共通理解 とプ ログラムの見直 しを行 うこ とが課題 とな って います。

2多 様 な主体が 活躍す る環境 づ くり

(1)ボ ランテ ィア人材の育成

① ボ ランテ ィァ登録

藤枝市市民活動団体支援室とボランティア募集の情報共有を行うほか、登録者への情報提供を

行いました。

《ボランティア登録数》0内 は前年度

団体活動者 個人活動者 計

176団 体

(178団 体)

4,273人

(4,383人)

165人

(253人)

4,438人

(4,636人)

② ボ ラ ンテ ィア 活 動 保 険 加 入 促 進

安 心 してボランテ ィア活動がで きるよ うにボ ランテ ィア活動中の不慮 の事故 に備 え、ボランテ

ィア活動保 険 ・ボランテ ィア行事用保険 の加入 を促進 しま した。
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《ボ ランテ ィア活動保険》 0内 は前年度

加入者数 内、個 人負担 内、社協負担

3,041人

(3,283人)

1,243人

(1,327人)

1,798人

(1,956人)

《ボ ランテ ィア行事用保険》 0内 は前年度

加入件数 加入者数

37件

(36件)

3,608人

(2,706人)

③ ふ じえだ 生 き生 き助成 金 事 業

地域福祉 活動 を促 進す るた め、地域福祉 の推進 に資す る事業 を行 うボ ランテ ィア団体や 自治

会 ・町 内会、 障害 当事者団体等の団体 に対 し、共同募金助成金 によ り助成 しま した。

ヒア リング1令 和5年6月24日

申 請 団 体:16団 体

決 定 団 体:/6団 体

決 定 額1647,000円

(2)ボ ラ ンテ ィ ア団 体 の 連 携 ・交 流

① ボ ラ ンテ ィァ 交 流 会

ボランテ ィア活動 の活性化 を図 るため、ボ ランテ ィア団体や個 人ボ ランテ ィア、ボ ランテ ィア

に興味関心の ある入 同士の横 の繋が りづ く り ・情報交換 の機会 として 交流会 を実施 しま した。

実施 日1令 和5年12月2日

会 場:青 島北地 区交流セ ンター

内 容:琴 と尺八 の ミニ コンサー ト(す みれの会)

活動紹介(青 島第8自 治会 助 けあいの会 はちす け)

バル ー ンアー トの ミニ講座(バ ルー ンアー トM)

グルー プワー ク(み ん なでボ ランテ ィアす るな ら何が でき る?)

参加者:56人

②ボランティア連絡協議会への支援

ボランティア団体の横の繋がりを強化するため、情報共有と連携強化を図ることを目的に、定

例会および総会に出席しました。

出席回数:10回

③ ボ ラ ンテ ィア 団体 支 援

ア.話 し相 手 ボ ラ ンテ ィアサ ー ク ル 「え が お 」 へ の 支 援

活動 の支援や情報提供 ・情報 共有のた め、定例会 に出席 しま した。

また、利用希 望者 とのマ ッチングや初 回の顔合わせ に同席す るな ど、活動開始 をスムーズ

に行 え るよ うサポー トを しま した。

出席回数112回
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イ.高 校 生 ボ ラ ン テ ィア サ ー クル 「ほ お ず き」 へ の支 援

若年層 のボランテ ィア活動 を促進す るため、高校 生ボ ランテ ィアサー クル 「ほおず き」の

定例会及び事業 に出席 し助言 ・調整等 を行いま した。また、事業 を実施す るにあた り、先 方

との連絡調整 、当 日のスケジ ュール の確認 、園児へ の配慮等、適宜支援 を行 いま した。

定例会 出席回数:12回 、(う ち、交流会事前打合せ 出席 回数:1回)

〈夏 の交流イベ ン ト〉

実施 日:令 和5年8月18日

会 場1わ かばみや保育園

内 容:鬼 ごっこ、輸投げ、宝探 し、 じゃんけん 等

参加者:ほ おず き6人(内 、OB1人)、 園児34人

③福祉団体助成金

地域社会における福祉活動を促進するため、地域の福祉活動に取 り組んでいる団体に対し、

福祉団体助成金を交付しました。

助 成 額1,082,000円/4団 体

助成団体 ①藤枝市 自治会連合会 ②藤枝市民生委員 ・児童委員協議会

③さわやかクラブふじえだ連合会 ④公益財団法人 静岡県アイバンク

(3)地 区社協へ の支援 【再 掲】

(4)生 活支援 コー デ ィネー ターに よる地域づ くりの推進 【再掲】

◇ ◆◇ 成果 ◇ ◆◇

ボ ランテ ィア各講座 や交流会等の開催 に よ り、ボラ ンテ ィア団体 の活動 の紹介や活動へ の理解 を

深 めても らうこ とがで きま した。コロナ禍 で受入れ を中止 していた事 業所で の活動が一部で再開 さ

れた こ とによ り多 くの団体 と事業 とをっな ぐことができま した。

◇◆◇課題◇◆◇

ボランティアの高齢化や担い手不足などの理由により、活動の継続が困難な団体や活動を縮小化

する団体が増えているため、ボランティア団体の紹介や募集案内をSNS等 で積極的に行 うととも

に、講座参加者をその場でマッチングするなどより多くの方を活動につなげるための方法を検討す

ることが課題となっています。
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3連 携 ・協働 による福祉 のまちづ くり

(2)地 域福祉活動 にかか る財源の確保

① 社協会員の加入促進

持続的に地域福祉を推進 していくため、社協は、全戸会員制により住民の皆様を会員とする普

通会員と、賛助 ・施設 ・団体 ・特別会員に区分を分けています。区分ごとに会員の加入促進 と、

福祉活動資金の確保に努めました。

区 分 人 員 口 数 金 額(円) 備 考(円)

普通会員
一

42,824　 1 42,824口 17,119,990円 1戸 年 額400円

賛助会員(個 人)

施設会員(施 設)

団体会員(団 体)

特別会員(企 業等)

250人

25施 設

13団 体

20団 体

777口

25口

13口

27口

777,000円

125,000円

39,000円

87,000円

1口1,000円

1口5,000円

1口3,000円

1口3,000円

計

*口 数と金額に一部差異があります
18,147,990円 (前年度)18,433,310円

②善意銀行

社協が行う、地区社協 ・ボランティア活動の支援等、社会福祉事業の推進に対して寄せられた金

品を公正に活用しています。0内 は前年度

ポ ップライフ指定寄附

(ポップライフ厚生文化基金)

こども基金指定寄附

(こども基金)
その他寄附金 物品

件数 金 額 件数 金額 件数 金 額 件数 内 容

11件

(11件)

863,728円

(880,000円)

1件 5,000,000円

51件

(56件)

2,034,968円

(748,733円)

255件

(314件)

プルタブ・鯛 綱 手・ペットボトルキャッァ

ペ ッ トボ トル キ ャ ッ プ 換

金,2,349円

プル タブ換 金:6,690円

ギ フ トカ ー ド:20,500円

車 椅 子 ・40,000円

◇ ◆ ◇ 成 果 ◇ ◆◇

会 費の納入 についての積極 的な広報 、周 知に よ り、会 費収入を維持す ることができま した。また、

こどもの福祉 の増進 につ なげ るための500万 円の遺贈 寄附をいただ きま した。

◇ ◆ ◇ 課 題 ◇ ◆ ◇

藤 枝市 において も人 口が減 少 してい る中、社協 の事 業を継続 してい くため、収入 の維持、拡大が

課題 となっています。令和5年 度 に理事会の承認 を得て 「こ ども基金」を創設 しま した。 「こ ども

の福 祉 に役立てて欲 しい」とい う寄贈者 の意 思を受けて創設 したものです。令和6年 度 は、新 しい

基金 の創 設 を広 く市民の皆様 に周知 し、善意 の輪 の拡 大に繋 げて い くことが課題 となって います。
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各種福祉施設を管理運営 し、住民にとって使いやすい施設 となるようサー ビスの向上に

努めていきます。

(1)老 人福 祉 セ ンタ ー 藤 美 園(市 指 定 管理)

高齢者 の生 きがい と健康づ く りのた め、市 か ら指定管理 を受 け、高齢者福祉 の拠点施設で ある

老 人福祉 セ ンター藤美 園の運 営 を行 い、地域 に根付 き、健康増進や教養 の向上及 び レク リエー シ

ョンな ど総合 的な福祉 の推進 に努 めま した。建物 を大規模改修 によ り、令和4年1月 に リニ ュー

アルオー プ ン し、多 くの人に利 用 されま した。 また、老人 ク ラブ会員等援助 に関す る事業に も積

極 的に取 り組 みま した。

開館

日数

団 体 利 用 個 人 利 用 講 座 利用者

団体数 人数 市内 市外 その他 計 回数 参加者臓 合計

4.月 25 62 687 1,133 5 7 1,145 17 147 1,979

一

一

一

5月
一

　

一

一

一

23 63 6ユ1 ユ,066 1 27 1,094 14 138 1,843

6,月 26 74 813 1,250 3 16 1,269 18 158 2,240

7月 25 75 738 1,117 2 30 1,149 15 135 2,022

8月 26 62 608 900 0 22 922 12 114 1,644

9月 24 91 825 1,096 9 22 1,127 15 14工 2,093

10月 25 90 841 1,222 5 36 1,263 16 133 2,237

11月 24 88 848 1,168 20 27 1,215 15 127 2,190

12,月 24 89 799 974 23 34 1,031 13 101 1,931

一

一

1,月
一

一

23 81 866 1,058 2 18 1,078 15 126 2,070

2月 23 79 775 1,150 0 22 1,172 18 138 2,085

3月 26 89 896 1,319 3 8 1,330 16 139 2,365

総計 294日 943団 体 9,307人 13,453人 73人 269人 13、795人 184回 1,597人 24,699人
一

前年度一
289日 691団 体 7,025人 11,705人 16人 182人 11,903人 106回 1,191人 20,119人

◇◆◇成果◇◆◇

老人福祉センター藤美園は、高齢者の生きがいと健康づくり、憩いの場及び活動の場であると同

時に、市老人クラブ及び単位老人クラブの活動拠点として、各種事業を支援しています。昨年度は、

利用者数がコロナ前の水準以上の2万4千 人 を超える賑わいをみせま した。この利用者増は、建物

改修を含め志太温泉の効能などの好評が伝わり小部屋利用者とお風呂利用者が増えたためです。

◇ ◆ ◇ 課 題 ◇ ◆◇

今後は、教室 ・講座利用者 の増加 に繋が る新規 自主事業 の展 開 と施設全体利用増 となるPRが 重

要 とな ります。 また、老人 クラブ支援 は今後 、新たな会員 獲得 の施策 を充実 し、ク ラブを活性化 さ

せ ることが必要です。
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(2)生 き が い対 応 型 デ イ サ ー ビス セ ン ター 「藤 の 里 」(市 指 定 管理)・ 「きす み れ の 里 」

(市 委 託 事 業)

介護保 険に該 当 しない高齢者 を対象に、高齢者 の 自立生活 の助長、社会的孤独感の解 消、心身機

能 の維 持 向上 を図 るこ とを 目的 として健 康体操や レク リエー シ ョン活 動等 のサー ビスを提供 す る

生 きがい対応 型デイサー ビスセ ンター 「藤 の里」 と 「きすみれ の里」の運営 を行い ま した。 また、

介護予防 ・日常生活支援総合 事業 を受託 し、事業対 象者 の受 け入れ を行いま した。

【藤 の里 】(担 当地 区:瀬 戸谷 ・稲葉 ・葉梨 ・広幡 ・西益津 ・藤枝 ・青島の一部)

「＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

開所 日 20 20 22 20 22 20 21 20 20 19 19 20 243日 239日

利用者数 284 283 317 301 314 281 319 297 290 263 285 280 3,514人 3,602人

総合事業 3 3 8 8 7 9 8 6 8 8 7 8 83人 71人

1日 平 均 14.5 14.4 15.0 15.5 14.6 14.7 15.7 15.2 15.2 14.3 15.4 14.4 14.8人 15,3人

【きすみれ の里】(担 当地 区:葉 梨 ・広幡 ・西益津 ・岡部)

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

開所 日 20 20 22 20 22 20 21 20 20 19 19 20 243日 243日

利用者数 18ユ 207 226 205 213 2]ユ 224 210 229 211 208 227 2552人 2209人

総合事業 17 18 21 16 16 16 17 13 16 17 22 21 210人 121人

1日 平均 9.9 11.4 11.2 11.4 10.5 11.5 11.5 11.3 12.3 12 11.6 12.5 11.4人 9.6人

◇◆◇成果◇◆◇

施設を利用することにより、利用者が心身機能の維持向上や予防に対する意識を高めていくだけ

でなく、施設でのさまざまな活動や交流を通して、外出や会話の機会が少なくなった方などにもい

きいきと過ごせる場となり、生活機能の維持改善への成果もあげています。

◇ ◆◇ 課 題 ◇ ◆

「藤 の里」 「きすみれ の里 」の更な る利用者拡 大が課題 となってい ます。

42



(3)福 祉 セ ン ター 「きす みれ 」(市 指 定 管 理)

市か らの指定管理 を受け、セ ンターの貸館及 び管理 ・運営 と併せ て住 民の活動拠点 となるよ う施

設 の周知 に向けた積極的なPRと 自主事業の開催 に努 めま した。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

開 館 日 26 26 26 26 27 26 26 26 23 23 25 27 307日 306日

貸館利用者 666 608 697 646 1,018 845 652 576 634 607 747 851 8,547人

一

7,917人
一　

健康運動室

利用者
　

217 238 354 225 282 267 207 184 188 170 270 179 2,781人 2,715人

福祉団体室

ボランティア室
83 18 111 78 166 124 147 41 36 34 64 61 963人 1,435人

計Ig66 864 ・、162|949 ・,4661・,・361・,0・6 801 858811 1,081 ・,・・1・2… 人 10,760人

一

《自主事業》

講座名 実施 日(回 数) 参加延人数

楽 らく!健 康 リンパ体操 4月12日 ～3月6日12回 261人

デ トッ クス ・ヨガ(午 前 ・午 後 の部) 4月7日 ～3月15}ヨ24回 773人

きすみれわ くわ く広場 「ベ ビー ヨガ」 6月14日 11人

親 子で リ トミック 10月11日 31人

ア ロマ講座 10月31日 6人

ふるさとみかん山 収穫体験 12月10日 83人

己書講座 2月17日 14人

計41回1,179人

前年度52回1,048人

《セ ンター 防災訓練 》

実施 日:令 和5年9月25日

内 容1自 衛 消防隊の情報伝達 訓練、放水 訓練 、館 内安全措置訓練

参加者:35人

◇ ◆ ◇ 成 果 ◇ ◆ ◇

セ ンター事業 において、新型 コ ロナ ウイル ス感 染症が5類 とな り、検温や マス ク着用等の感染拡

大防止対策 を緩和 し、健 康運動室、貸館 の利用者が増加 しま した。 自主事業では、子育て支援セ ン

ター ちびっ こルーム と連携 し、未就 園児の親子 を対象 とした 「きすみれわ くわ く広場 」 を開催 し、

ベ ビー ヨガでは父親参加 の枠 を広 げ若 い世代 の来館者の増加 に努 めま した。

◇◆◇課題◇◆◇

より来館者を増やすために福祉センターきすみれのPRや 魅力ある自主事業づくりが課題です。
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(4)放 課 後児童 クラ ブ(市 放課 後児童健 全育成事業)

仕事 と子育ての両立支援のため、市から市内17小 学校にある全29の 児童クラブの運営委託 を受

け、保護者が労働等により昼間家庭にいない1年 生か ら6年 生の児童を放課後等に預か り、遊びや

生活の場を提供しました。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年比

開所 日 21 21 23 21 23 21 22 21 20 19 20 21 253日 255日

実利用者数 L,368 1,327 1,315 1,320 1,382 1,274 1,248 工,240 1,238 1,203 1,175 1,202 15,292人 15,308.人
|

① 県が 主催 す る研 修 会 へ の参 加

発達 障害児に関する知識 の習得や対応 スキル 向上のた め、静 岡県主催 の放課後児童支援員 等資

質 向上研修(実 地研修や聴講研修)に 参加 し、保 育の質の向上 に努 めま した。

《令和5年 度放課 後児童支援員等 資質 向上研修(実 地研修)》

実施 日:①10月10日 、13日 ②9A21日 、22日 ③9月13日 、22日 、10月11日

会 場:① す こやか第1児 童 クラブ ②す こやか第3児 童 クラブ ③み なみ っこ第3児 童 クラブ

内 容:発 達障害児 の知識 の習得 のほか、県 か ら派遣 され たア ドバイザーの助言に よる困難事

例ケースへの 円滑な対応 が図れ るためのスキル の向上 を 目的 とした実地研修

参加者:①8人(指 導員、市社協職員)②11人(指 導員、市社協職員)③15人(指 導員、市社

協職 員、市担 当課職員)

主 催:静 岡県健康福祉部 こども未来 局 こども未来課

《令和5年 度放課 後児童支援員等 資質向上研修(聴 講研修)》

実施 日:/1月17日

会 場:静 岡県 コンベ ン ションアー ツセ ンター

内 容:子 どもの発 達に応 じた遊 びの支 援 ・見守 りにっ いて の研修

講 師1白 梅学園大学 こども学部 こども学科教授 仲本 美央氏

参加者:25人(巡 回指導員、11ク ラブの指導員)

主 催:静 岡県健康福祉部 こども未来局 こども未来課

②市が主催する研修への参加

発達障害がある児童や愛着の問題を抱えるこどもの理解や支援方法を習得し実践に結び付け

られるよう、市が主催する研修へ参加 し、保育の質の向上に努めました。

《藤枝市発達障害児者療育支援研修会》

実方宙日:8月10日

会 場:藤 枝市生涯学習センター

内 容:愛 着の問題を抱えるこどもの理解と支援にっいての研修

講 師;和 歌山大学教育学部教授 米澤 好史氏

参加者:8人(巡 回指導員、すこやか第3児 童クラブ主任及び補助指導員)

主 催1藤 枝市こども発達支援センター
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《放課後児童 クラブ 「発達障害」研修会 》

実施 日:12月15日

会 場:え だ っこ児童 クラブ

内 容:発 達障害があ る児童 の生 きづ らさを理解 し実 践に結 び付 けるた めの研修

講 師1藤 枝市 こ ども未 来応 援局 こども発 達支援 センター 常泉 美紗子氏

参加者:21人(巡 回指導員 、い くしん ・えだっ こ児童 ク ラブ指導員)

主 催:藤 枝 市 こども課

③法人または市の協力による研修、法人内研修の実施

円滑に業務が遂行できるよう、また、緊急時に速やかな救急対応がとれるよう、指導員の資質

向上を図るための各種研修を実施 しました。また、研修内において、現場での支援を踏まえた指

導員同士での話し合いにより、児童との向き合い方への理解習得や、より具体的な支援方法を学

ぶ機会となりました。

《放課 後児童 クラブ主任指導員研修 》

実施 日:5月15日 、25日 、6,月19日

会 場:福 祉セ ンターきす みれ

内 容:労 務管理や契約事務等 、業務 を遂行す るた めの基礎知識 の向上 を図 る

参加者:31人

《藤枝 市子 ども ・若者総合サ ポー ト会議研修会 》

実施 日1①6月1日 、令和6年2月8日 、9日 、15日

会 場:① 福祉セ ンターきすみれ、いなば児童 クラブ 、ふ じっこ児童 クラブ、なか よ し児童

クラブ

内 容:藤 枝市版 こ ども リスクアセス メン トシー トの導入 に向けての研修

講 師:静 岡福祉 大学准教授 灰谷 和代氏

参加者138人(主 任 指導 員他)

協 力:藤 枝市 こ ども ・若者 支援課

《第1回 放課後 児童 クラブ指導員 「救急 法」研修会 》

実施 日:①6月8日 、②6月14日 、③6月20日 、④6月27日

会 場:① ②す こやか第2児 童 クラブ、② まつ ばっこ第1児 童 クラブ、③ひ が しっこ第2児

童 クラブ

内 容:心 肺 蘇生法の実技指導、誤飲 に よる窒息 の応急処置 を学ぶ

講 師1志 太 消防本部 救急 救命 士

参加者:延 べ82人(主 任指導員 、補助指導員)

協 力1志 太広域事務組合志太消 防本部
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《放課後児童 クラブ指導員研修 会》

実施 日:12月12日 か ら令和6年1月31日 まで

会 場:各 児童 クラブ

内 容:指 導員の資質の向上 と、発達障害が ある児童等の 円滑な受け入 れ を行 うための、動

画視聴 に よる研修

参加者:延 べ159人(主 任指導員 、補助指導員)

《放課後児童 クラブ補 助指 導員研修会 》

実施 日:① 令和6年2H2日 、②2月8日 、③2月15日 、④2月20日 、⑤2月26日

会 場:① 福祉セ ンター きすみれ、② えだっ こ児童 クラブ、③す こや か第3児 童 クラブ、④

ひが しっ こ第2児 童 クラブ 、⑤ まつ ばっこ第1児 童 クラブ

内 容1発 達障害の理解 について、また、現場の状況を踏 まえたグルー プデ ィスカ ッシ ョン

を交 えて研修

参加 者:延 べ75人(補 助指導員)

④ 各 種 マ ニ ュ アル の整 備

円滑かつ適切 に事務処理 を行 うた め、主任 指導員マ ニュアル、契約事務 マニ ュアル、勤怠マニ

ュアル を作成 し、主任指 導員へ の研修 を行 いま した。また、安全 なクラブ運営 に向けて 、クラブ

ごとに安全計画 を作成 し、計画 に基 づき、各種 訓練(水 防、地震 、不審者 、火 災)や 施 設の安 全

点検 を実施 しま した。

◇ ◆ ◇ 成果 ◇ ◆◇

新型 コロナ ウイル ス感染症 が5類 とな り、最低限の感染対策 を行 いなが ら、誕生 日会や野菜の収

穫体 験、ハ ロウィン等 のイベ ン ト開催 な どコ ロナ禍以前 のよ うに様 々な行事 が行 えるよ うにな りま

した。また、各種 マニ ュアル の整備 によ り事務処理 の正確 さをよ り追及で きるよ うに なる等、職員

個 々の意識 の向上にっ なが りま した。

◇◆◇課題◇◆◇

発達障害や様々な特性を抱えた子どもの理解や児童との接し方や声掛け等の日々の実践におけ

るスキルアップ等、児童の多様性に応 じた保育の質が課題です。

また、各児童クラブの円滑な業務の遂行が果たせるよう、事務局のフォローアップや法人内部の

部署連携を今後も継続していきます。
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(1)理 事 会 ・評 議 員 会

各団体 か らの参画 をいただ き、理事(定 数14人)及 び評議員(定 数28人)の も と各事業 を執

行 しま した。

① 理事 会 の 開 催 状 況

開催日 審 議 事 項

4月1日

(第1回) 1,社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会 常務理事の選定について

書面開催

2.令 和4年 度社会福祉法人藤枝市社会福祉協議会事業報告の承認にっいて

3.令 和4年 度社会福祉法人藤枝市社会福祉協議会会計決算の承認にっいて

4.令 和5年 度社会福祉法人藤枝市社会福祉協議会会計資金収支補正予算(第1号)

6月14日 について

5.社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会評議員候補者の推薦について

 

(第2回) 6,社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会令和5年 度第1回 評議員選定委員会の招集

について

7.社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会令和5年 度第1回 評議員会の招集につい

て

8,社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会経理規程の一部改正について

9,社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会決裁規程の一部改正について
9月19日 10.令 和5年 度社会福祉法人藤枝市社会福祉協議会会計資金収支補正予算(第2

(第3回) 号)に ついて

11.社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会令和5年 度第2回 評議員会の招集につい

て

12.社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会就業規程の一部改正について

13.社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会再雇用規程の一部改正にっいて

12月11日 14.令 和5年 度社会福祉法人藤枝市社会福祉協議会会計資金収支補正予算(第3

(第4回) 号)に ついて

15.社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会令和5年 度第3回 評議員会の招集につい

て

16.社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会こども基金規程の制定にっいて

17,社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会生活会議事業所ポップライフ厚生文化基

金規程の一部を改正する規定にっいて

18,社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会職員給与規程の一部を改正する規程につ

いて

令和6年 19,社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会経理規程の一部を改正する規程について

3.月12日
20,令 和5年 度社会福祉法人藤枝市社会福祉協議会会計資金収支補正予算(案)(第

4号)に ついて
(第5回) 21,役 員 等賠 償責任保 険契約 にっいて

22,令 和6年 度社会福祉法人藤枝市社会福祉協議会事業計画について

23,令 和6年 度社会福祉法人藤枝市社会福祉協議会会計資金収支予算にっいて

24,藤 枝市社会福祉協議会評議員選定委員の選任について

25,社 会福祉法入藤枝市社会福祉協議会令和5年 度第4回 評議員会の招集につい

て
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②評議員会の開催状況

開催日 審 議 事 項

1,令 和4年 度社会福祉法人藤枝市社会福祉協議会事業報告の承認について

6月29日
2,令 和4年 度社会福祉法人藤枝市社会福祉協議会会計決算の承認について

3.令 和5年 度社会福祉法人藤枝市社会福祉協議会会計資金収支補正予算

 

(第1回)
(第1号)に つ いて

4.社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会理事の選任について

9月29日

(第2回)
5,令 和5年 度社会福祉法人藤枝市社会福祉協議会会計資金収支補正予算(第2号)

について
書面開催

12月20日 6,令和5年 度社会福祉法人藤枝市社会福祉協議会会計資金収支補正予算(第3号)

(第3回) について

7,社会福祉法人藤枝市社会福祉協議会役員等の報酬等に関する規定の一部を改正

する規定について
令和6年 8.令和5年 度社会福祉法人藤枝市社会福祉協議会最終補正資金収支予算(案)に

3月26日 っいて

(第4回)
9.令和6年 度社会福祉法人藤枝市社会福祉協議会事業計画(案)に っいて

10,令 和6年 度社会福祉法人藤枝市社会福祉協議会資金収支当初予算(案)に つい

て

③評議員選定委員会の開催状況

開催日 審 議 事 項

6月19日

(第1回)
1,社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会評議員の選任について

④三役会の開催状況

開催日 審 議 事 項

6月8日

(第1回)

・藤枝市社会福祉協議会 評議員の選任について

・藤枝市社会福祉協議会事業報告及び会計収支決算にっいて

9月13日

(第2回)

・令和5年 藤枝市社会福祉協議会中期経営計画策定方針について

・藤枝市社会福祉協議会組織機構について

・規程の改正(就 業規定、再雇用規程、給与規則、経理規則、決裁規程)に つい

て

・健康福祉大会表彰者にっいて

12月8日

(第3回)

・令和5年 藤枝市社会福祉協議会就業規程の一部改正について

・藤枝市社会福祉協議会再雇用規程の一部改正について

・令和5年 度社会福祉法人藤枝市社会福祉協議会会計資金収支補正予算(第3号)

にっいて

3月8日

(第4回)

・令和6年 度収支予算及び事業計画について
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(2)事 業 ・会 計 監 査

令 和5年6A7日

令 和5年12月26日

令和4年 度社協事業及び会計決算監査

令和5年 度上半期社協事業及び会計決算監査

(3)法 人改善計画 に基づ く取組

①公認会計士による定期的なア ドバイス

令和3年12Hに 作成 した計画に基づき、公認会計士と顧問契約を結び法人の経理にっいて助

言を受けています。日々の経理業務における疑問点や執行に関するア ドバイス等を受けるととも

に、月1回 程度、経理状況の確認を受けています。

②勤怠管理システムの拡充

勤怠システムを導入する部署を増やし、業務の効率化をすすめています。

(4)福 祉サー ビス苦情解決事業

広 く皆様からのご意見を伺 うため、社協で運営している各施設に意見箱を設置して苦情等の受

け付けをしました。

苦情件数 苦情受付 苦情内容 結果

・放課後児童クラブ主任指導員の言動について

・放課後児童クラブにおける保護者負担金の受領について

・生活介護事業所 ポ ップ ライ フ送迎 ス タッフの配置 につ いて

電話
6 ・生活介護事業所 ポ ップ ライ フのナイ トケアの運営 につ いて 解決

口頭
・放課 後児童 クラブ指導員 の行動 にっいて

・放課後児童クラブにおける配慮が必要な児童の対応にっい

て

(5)職 員研修会

職務意識向上と専門知識を深めるため、県社協などが行う外部研修へ参加 しました。

タト音「～研 イ疹

市町社会福祉協議会新任職員研修会、成年後見制度市町長申立に係る実務研修

藤枝市発達障害者療育支援研修会、障害者虐待防止 ・権利擁護研修、　CSW実 践者養

成研修修了者スキルアップ研修(継 続研修)、相談支援従事者現任研修、相談支援

従事者初任者研修、重度心身障害児(者)対 応看護従事者研修、精神科訪問看護

基本研修、在宅医療部会、緩和ケア検討会、放課後児童支援員認定資格研修、

包括的相談支援体制構築事業人材養成研修、全国福祉教育推進研修、生活支援コ

ーディネーター養成研修、成年後見制度意思決定支援研修、地域包括支援センタ

ー初任者研修、高齢者虐待対応力強化研修

(6)組 織 体制の強化

内部研修 職員研修、在宅福祉センター衛生委員会、感染症対策研修会 等

※その他、各他団体等が主催する委員会の委員として参加
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(7)地 域福 祉活動計画推進懇話会

行政の地域福祉計画とともに、第5次 地域福祉活動計画の進捗管理のために地域福祉活動計画

推進懇話会を市の地域福祉計画推進懇話会とあわせて開催しました。

【第1回 】

開催 日:令 和5年6月26日

内 容:令 和4年 度第5次 地域福祉計画及び地域福祉活動計画の事業報告について(市 ・社協)

成年後見制度利用促進基本計画について(市)

社会福祉法人に係る地域協議会について(市)

災害時避難行動要支援者の個別避難計画の作成推進事業について(市)

【第2回 】

開催 日:令 和6年1月25日

内 容:報 告事項

・令和5年 度上半期事業地域福祉計画及び地域福祉活動計画の進捗状況(上 半期)

について

・成年後見制度利用促進部会報告

・第6次 藤枝市地域福祉計画及び地域福祉活動計画の策定について

・避難行動要支援者意向調査の結果について

協議事項

・担い手の確保について

◇◆◇成果◇◆◇

法人を適切に運営するために、役員会の開催や職員の育成を行 うことができました。また、法人

改善計画を元に、法人の現状把握や改善方法について専門家から助言を得て、経理面での運営強化

を図りました。

◇◆◇課題◇◆◇

財務の強化を図りながら、地域の福祉を支える職員の確保を進めることが課題となっています。
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令和5年 度 事業報告書の附属明細書

該 当する事 項 無 し
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